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査

報

告

一
、
韓
国
に
お
け
る
角
筆
文
献
の
調
査
経
緯

中
国
大
陸
に
お
け
る
、
漠
代
の
木
簡
を
始
め
、
五
世
紀
初
頭
か
ら
十
世
紀
ま

で
の
各
世
紀
に
書
写
さ
れ
た
敦
焙
文
献
の
墨
書
漢
文
に
、
角
筆
の
凹
み
に
よ
る

漢
字
や
符
号
の
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
小
林
ら
の
現
地
調
査
に
よ
っ
て
、

明
ら
か
に
な
っ
た
（
1
）
。
日
本
で
も
、
奈
良
時
代
の
正
倉
院
文
書
を
始
め
、
平

安
時
代
か
ら
大
正
時
代
ま
で
の
各
時
代
に
わ
た
り
、
角
筆
が
使
わ
れ
三
千
点
を

超
え
る
文
献
の
遺
存
し
て
い
る
こ
と
も
分
っ
て
来
た
（
2
）
。
中
国
大
陸
で
角
筆

が
曽
て
使
わ
れ
、
日
本
列
島
の
各
地
で
も
角
筆
の
使
わ
れ
た
こ
と
が
判
っ
て
み

る
と
、
日
本
の
古
代
文
化
史
上
、
高
度
な
大
陸
の
文
化
を
摂
取
す
る
に
当
り
、

地
理
的
に
重
要
な
位
置
を
占
め
、
そ
の
役
割
を
果
し
た
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
も
、

角
筆
が
使
わ
れ
、
そ
の
昔
文
献
が
遺
存
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
予
想
さ
れ
る

所
で
あ
っ
た
。

そ
の
予
想
が
現
実
の
も
の
と
な
る
機
会
が
幸
い
に
も
訪
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年

二
月
下
旬
に
、
西
村
は
、
松
山
大
学
に
来
ら
れ
て
い
た
韓
国
の
建
国
大
学
校
の

金
容
福
名
誉
教
授
に
調
査
の
便
を
依
頼
し
、
同
教
授
の
帰
国
の
折
に
渡
韓
し
て
、

同
教
授
の
お
世
話
に
よ
り
、
ソ
ウ
ル
市
の
建
国
大
学
校
常
虚
紀
念
図
書
館
に
お

い
て
貴
重
書
類
を
調
査
し
て
、
角
筆
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
凹
み
の
線
を
施
し
た

小
　
林
　
芳
　
規

西
　
村
　
浩
　
子

文
献
を
五
点
見
出
し
た
（
3
）
。
時
に
二
月
二
十
三
日
～
二
十
五
日
で
あ
っ
た
。

五
点
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
洪
範
一
冊
　
写
本
ユ
ー
声
号
音
畠

「
辛
丑
九
月
二
十
八
日
庚
寅
立
冬
朝
露
土
達
西
方
黒
雲
走
天
東
方
ロ
ロ
日

暖
ロ
ロ
」
　
（
後
表
紙
見
返
、
墨
書
）

〇
二
十
八
宿
列
星
図
の
八
角
形
の
図
の
下
絵
線
が
角
筆
の
凹
み
で
施
さ
れ
て

い
る
。

②
孔
聖
家
話
　
三
冊
（
天
・
地
・
人
）
ユ
ー
巴
＼
N
⊥
－
「
＼
－

粛
宗
三
十
年
（
一
七
〇
四
）
頃
刊

○
上
欄
に
段
落
の
始
ま
り
を
示
す
と
見
ら
れ
る
斜
線
が
角
筆
で
施
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
箇
所
に
墨
点
も
付
け
ら
れ
て
い
る
。

③
大
慧
普
学
禅
師
書
一
冊
ヱ
＼
－
思
＼
嘲
宣

「
喜
代
　
巻
末
鎮
」
（
表
紙
、
墨
書
）
　
「
世
尊
應
化
二
九
六
六
年
九
月
」
（
後

表
紙
、
墨
書
）

○
文
の
切
れ
目
に
書
入
れ
た
と
見
ら
れ
る
角
筆
の
斜
線
が
あ
る
。

④
古
文
真
宝
　
七
冊
　
ヱ
＼
害
の
＼
キ
ー
－
「
＼
后
⊥

○
角
筆
で
施
し
た
と
見
ら
れ
る
線
が
あ
る
が
、
働
き
は
未
詳
。

⑤
古
今
歴
代
標
題
註
釈
　
十
九
史
略
通
一
冊
　
ヱ
＼
N
N
N
・
0
－
＼



号
∽
当
－
∞
＼
－
m
g
等

〇
一
部
に
角
筆
に
よ
る
斜
線
二
本
と
「
0
」
の
よ
う
な
符
号
が
あ
る
が
、

働
き
は
未
詳
。

次
い
で
、
西
村
は
、
二
月
二
十
五
日
に
檀
国
大
学
校
東
洋
学
研
究
院
を
訪
れ
、

偶
々
手
に
と
っ
た
経
典
の
中
に
角
筆
の
書
入
れ
の
あ
る
こ
と
を
見
付
け
た
。
次

の
文
献
で
あ
る
。

⑥
地
蔵
菩
薩
本
願
経
一
冊
　
薙
正
八
年
（
一
七
三
〇
）
刊

（
刊
記
）
　
「
宛
正
庚
成
四
月
日
全
羅
道
順
天
地
桐
裡
山
大
奥
寺
開
刊
」

○
角
筆
の
節
博
士
　
（
小
林
が
節
博
士
と
認
定
）

更
に
、
西
村
は
、
ソ
ウ
ル
市
内
の
古
書
店
で
求
め
た
古
書
の
う
ち
三
点
に
角

筆
の
書
入
れ
を
見
出
し
た
。
中
で
も
、
「
中
庸
章
句
大
全
」
一
冊
（
「
乙
丑
四
月

嶺
督
重
刊
」
刊
記
）
に
は
、
表
紙
に
角
筆
で
「
中
庸
／
中
庸
　
論
語
日
」
等
の
漢
字

が
書
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

小
林
は
、
西
村
の
撮
影
し
た
紙
焼
写
真
に
よ
り
、
図
の
下
絵
線
や
段
落
を
示

す
と
見
ら
れ
る
斜
線
の
凹
み
が
、
日
本
の
古
文
献
に
見
ら
れ
る
角
筆
文
字
や
絵

の
凹
み
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
又
、
「
中
庸
章
句
大
全
」
の
表
紙
に
書
入
れ
ら
れ

た
漢
字
が
、
明
ら
か
に
角
筆
に
よ
る
凹
み
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

そ
こ
で
、
小
林
は
、
西
村
と
小
林
節
子
と
共
に
、
韓
国
に
お
け
る
角
筆
文
献

の
発
掘
調
査
に
踏
み
切
っ
た
。

調
査
に
先
立
ち
、
小
林
は
兼
ね
て
よ
り
面
識
の
あ
る
南
豊
絃
教
授
（
檀
国
大
学

校
、
現
・
名
誉
教
授
）
に
、
調
査
の
意
図
を
伝
え
、
そ
の
便
宜
と
協
力
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
早
速
に
快
諾
が
得
ら
れ
た
。

訪
韓
調
査
は
次
の
日
程
で
行
わ
れ
た
。

平
成
十
二
年
七
月
二
日
（
日
）
～
七
月
九
日
（
日
）
　
八
日
間

ヨ
重
は
、
背
教
曇
が
設
営
さ
れ
た
次
の
四
大
学
校
と
一
博
物
館
と
で
行
っ
た
。

檀
国
大
学
校
東
洋
学
研
究
院
資
料
室

東
国
大
学
校
中
央
図
書
館

高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館

誠
庵
古
書
博
物
館

延
世
大
学
校
中
央
図
書
館

七
月
三
日

七
月
四
日

七
月
五
日

七
月
六
日
、
八
日

七
月
七
日

各
大
学
校
で
は
、
一
六
〇
〇
年
以
前
の
貴
重
書
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
職
員
の

立
会
の
下
、
或
い
は
丁
捲
り
の
も
と
で
閲
覧
調
査
し
た
が
、
図
書
館
・
資
料
室

の
関
係
各
位
の
厚
意
と
温
か
い
御
世
話
を
頂
い
た
。
又
、
誠
庵
古
書
博
物
館
で

は
、
超
柄
舜
館
長
の
格
別
な
る
好
意
的
な
御
厚
情
に
よ
り
、
初
離
高
麗
版
等
の

貴
重
書
の
数
々
を
親
し
く
拝
観
調
査
さ
せ
て
頂
い
た
。
そ
の
結
果
、
予
定
通
り

に
調
査
を
遂
行
す
る
こ
と
が
出
来
た
上
に
、
調
査
し
た
四
大
学
校
の
総
て
か
ら

角
筆
文
献
が
見
出
さ
れ
、
更
に
、
誠
庵
古
書
博
物
館
か
ら
は
、
初
離
高
麗
版
に

角
筆
で
ヲ
コ
ト
点
と
口
訣
と
を
施
し
た
文
献
も
発
見
さ
れ
て
、
大
き
な
成
果
を

収
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
発
見
点
数
は
、
三
十
一
点
に
及
ん
で
い
る
。
こ

れ
も
、
南
教
授
を
始
め
、
李
丞
宰
教
授
、
康
仁
善
副
教
授
、
芦
幸
舜
助
教
授
の

御
世
話
と
御
協
力
の
賜
物
で
あ
る
。

以
下
に
、
三
十
一
点
の
角
筆
文
献
に
つ
い
て
、
各
文
献
ご
と
に
角
筆
の
書
入

れ
の
内
容
と
そ
の
発
掘
の
情
況
を
記
す
。

一
、
檀
国
大
学
校
東
洋
学
研
究
院
資
料
室
　
七
月
三
日

蔵
書
目
録
を
拝
見
し
た
後
、
書
庫
に
入
れ
て
頂
き
、
韓
国
漢
籍
の
書
架
と
仏

書
の
書
架
を
一
巡
し
て
目
星
を
つ
け
た
上
で
、
別
置
し
て
あ
る
、
墨
書
口
訣
の

書
入
れ
ら
れ
た
漢
籍
に
つ
い
て
角
筆
書
入
れ
の
有
無
を
一
冊
一
冊
点
検
し
始
め
、

小
林
が
角
筆
の
線
を
施
し
た
次
の
三
点
を
見
付
け
た
。

⑦
近
思
録
元
、
亨
、
利
、
貞
　
四
冊
　
H
O
S
＼
－
∽
N
．
巴
＼
子
－
∞
①
「

十
七
世
紀
刊
　
角
筆
の
斜
線
等
が
漢
字
に
施
さ
れ
て
い
る
。三

七



⑧
孟
子
巻
第
一
　
一
冊
－
畠
．
ミ
瑠
S
P
N

十
九
世
紀
刊
　
角
筆
の
斜
線
が
漢
字
に
施
さ
れ
て
い
る
。

⑨
太
極
図
説
外
　
一
冊
　
H
O
S
＼
－
∽
ド
舎
＼
手
－
N
P
E

十
九
世
紀
刊
（
原
表
紙
）
「
輪
踊
」
（
墨
至
、
（
原
表
紙
見
返
）
「
堤
川
郡
清
風
面
長

善
里
張
桐
徳
／
何
澹
徐
士
嘉
之
論
易
足
為
大
賢
之
重
軽
哉
／
蝦
暮
食
日
非
日

之
罪
」
（
墨
書
）
　
角
筆
の
縦
長
線
が
、
漠
字
句
の
右
傍
に
施
さ
れ
て
い
る
。

注
示
符
号
か
。

午
後
か
ら
は
、
仏
書
棚
を
調
べ
る
こ
と
に
し
、
二
月
に
西
村
が
見
付
け
た
⑥
地

蔵
菩
薩
本
願
経
の
配
架
し
て
あ
る
棚
を
中
心
に
三
段
五
列
ほ
ど
の
仏
書
に
つ
い

て
点
検
し
て
、
西
村
が
次
の
二
点
を
見
付
け
た
。

⑳
弥
陀
穂
俄
上
、
中
、
下
　
　
三
冊
　
N
思
．
U
m
①
＼
　
J
3
日

弘
治
十
六
年
（
一
五
〇
三
）
政
、
刊
　
（
政
文
）
「
弘
治
十
六
年
賀
亥
暮
春
上

幹
直
旨
寺
老
／
禍
燈
谷
学
祖
七
十
二
歳
書
千
束
廟
」
、
（
後
表
紙
見
返
）
「
主
函

漠
禅
師
」
（
墨
書
）
　
角
筆
の
句
切
線
や
符
号
が
漢
字
に
施
さ
れ
て
い
る
。

⑪
因
明
論
　
一
冊
　
N
冠
．
U
S
＼
l
n
の

康
照
五
十
二
年
（
一
七
二
二
）
刊
　
（
刊
記
）
「
康
照
五
十
二
年
奨
巳
孟
秋
日

慶
尚
右
道
山
陰
智
異
山
王
山
寺
開
刊
」
、
（
表
紙
右
下
）
　
「
月
詠
」
（
墨
書
）
角
筆

の
句
切
符
・
節
博
士
が
漢
字
に
施
さ
れ
て
い
る
。

次
い
で
、
小
林
は
、
⑥
地
蔵
菩
薩
本
願
経
の
角
筆
の
書
入
れ
を
調
べ
て
摘
記
し
、

節
博
士
の
他
に
、
角
筆
の
口
訣
、
句
切
等
を
見
出
し
た
。
口
決
の
解
読
に
は
、

康
副
教
授
の
教
示
を
得
た
。
西
村
は
、
⑳
弥
陀
穏
健
の
摘
記
と
写
真
撮
影
を
行

い
、
小
林
は
⑦
⑧
⑨
⑪
の
摘
記
を
行
っ
た
が
、
他
の
書
架
の
蔵
書
の
点
検
に
ま

で
は
及
ば
な
か
っ
た
。
こ
の
日
の
調
査
に
は
、
南
教
授
と
康
副
教
授
と
の
御
世

話
を
恭
う
し
た
。

二
、
東
国
大
学
校
中
央
図
書
館
　
七
月
四
日

二
日
目
は
、
李
丞
宰
教
授
と
芦
幸
舜
助
教
授
の
御
世
話
に
よ
っ
て
、
調
査
が

進
捗
し
た
。
先
ず
、
東
国
大
学
校
中
央
図
書
館
の
貴
重
事
室
で
の
調
査
が
許
さ

れ
、
貴
重
書
の
数
々
を
拝
観
し
て
眼
福
を
得
る
と
共
に
、
任
意
に
取
出
し
た
冊

子
の
中
か
ら
、
小
林
が
次
の
一
点
を
見
付
け
た
。

⑫
碓
念
蒲
陀
俄
法
巻
一
～
巻
五
　
一
冊
　
貴
D
＼
N
昌
．
の
N
＼
尊
ご
0
日

燕
山
君
九
年
（
二
五
〇
三
）
刊
　
（
巻
末
〉
「
公
州
郡
反
浦
面
鶴
崎
里
最
攣

甜
銅
鏡
紺
野
（
墨
書
）
、
（
表
紙
）
「
高
蓮
渾
謹
蔵
」
（
墨
書
）
　
角
筆
の
句
切

線
（
横
短
線
）
・
斜
線
が
漢
字
に
施
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
墨
書
の
口
決
も
事

入
れ
ら
れ
て
い
る
。

摘
記
は
小
林
と
西
村
と
で
行
い
、
口
訣
の
解
読
に
は
芦
助
教
授
の
教
示
を
得
た
。

午
後
か
ら
は
、
中
央
図
書
館
二
階
の
古
書
室
に
て
調
査
を
行
っ
た
。
大
量
の
仏

書
の
全
体
に
わ
た
っ
て
調
べ
る
こ
と
は
、
限
ら
れ
た
時
間
内
で
は
難
し
い
の
で
、

法
華
経
の
冊
子
類
を
納
め
て
あ
る
書
棚
の
上
下
二
段
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
そ
の

一
冊
一
冊
を
点
検
し
た
。
李
教
授
、
芦
助
教
授
の
協
力
も
得
た
。
そ
の
結
果
、

小
林
が
次
の
一
点
を
見
出
し
た
。

⑬
科
註
妙
法
蓮
華
経
　
一
冊
　
D
N
－
P
－
ミ
唱
宗

日
本
刊
本
、
十
七
世
紀
刊
、
（
表
紙
）
　
「
仁
こ
　
（
墨
書
）

角
筆
の
訓
点
（
片
仮
名
・
平
仮
名
）
と
漢
字
注
、
角
筆
の
片
仮
名
交
り
文
に

ょ
る
注
解
が
施
さ
れ
て
い
る
。
他
に
、
墨
書
の
仮
名
、
朱
書
の
仮
名
と
朱
引

も
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

西
村
は
次
の
四
点
を
見
付
け
た
。

⑱
法
華
経
巻
第
二
～
巻
第
七
　
六
冊
　
D
N
－
U
．
－
ミ
唱
麗

十
七
世
紀
刊
（
各
冊
巻
末
）
　
「
印
教
化
主
翰
聴
比
丘
」
　
（
嬰
至

（
巻
二
の
表
紙
見
返
）
　
「
錦
峯
」
　
（
墨
書
）



角
筆
の
句
切
線
・
合
符
・
圏
点
・
注
示
符
が
漢
字
に
施
さ
れ
て
い
る
。
他
に
、

墨
書
の
口
訣
も
喜
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

⑬
法
華
経
巻
第
七
　
一
冊
　
十
七
世
紀
刊
（
後
刷
）

角
筆
の
節
博
士
が
施
さ
れ
て
い
る
。
「
松
廣
寺
」
寄
贈

⑳
法
華
経
巻
第
六
　
一
冊
　
D
N
－
P
－
ミ
窃
宗
↓

十
七
世
紀
刊
　
（
巻
末
）
　
「
志
安
比
丘
記
付
／
亡
母
文
氏
∠
呆
駕
」
（
墨
書
）

角
筆
の
句
切
線
・
斜
線
・
横
線
が
施
さ
れ
て
い
る
。
他
に
、
墨
書
の
口
訣
も

書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
「
松
廣
寺
」
寄
贈

⑰
法
華
経
巻
第
一
一
冊
D
N
－
P
－
ミ
唱
宗
．
↓

十
七
世
紀
刊
　
（
刊
記
）
「
都
大
化
主
前
屈
衛
総
揚
普
應
大
師
誓
（
表
紙
見
返
）

「
坪
虐
」
　
（
墨
書
）
、
（
巻
末
）
　
「
丹
主
坪
虚
」
　
（
墨
書
）
、
「
比
丘
恵
遠
」

（
黒
印
）

角
筆
の
節
博
士
が
施
さ
れ
て
い
る
。
他
に
、
墨
書
の
口
訣
も
書
入
れ
ら
れ
て

い
る
。
「
安
悌
寺
」
寄
贈

小
林
は
、
こ
れ
ら
の
摘
記
を
行
っ
て
、
角
筆
の
線
や
符
号
の
機
能
の
認
定
を
行

っ
た
。
併
せ
て
芦
助
教
授
に
節
博
士
に
つ
い
て
調
査
考
察
す
る
こ
と
を
勧
め
た
。

後
日
、
ダ
助
教
授
は
こ
の
文
献
の
角
筆
に
よ
る
節
博
士
を
詳
し
く
調
査
さ
れ
、

そ
の
摘
記
資
料
を
送
付
し
て
来
ら
れ
た
。

三
、
高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
　
七
月
五
日

高
麗
大
学
校
国
文
科
鄭
光
教
授
の
肝
煎
り
に
よ
り
、
南
教
授
と
芦
助
教
授
の

御
協
力
を
得
て
、
貴
重
書
室
内
で
の
調
査
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
。
R
Y
U
課
長

始
め
図
書
館
関
係
者
に
、
檀
国
大
学
校
と
東
国
大
学
校
と
か
ら
見
出
し
た
角
筆

資
料
の
説
明
を
南
教
授
と
芦
助
教
授
か
ら
し
て
頂
き
、
西
村
の
撮
っ
た
ビ
デ
ィ

オ
の
映
像
も
見
て
頂
き
、
書
庫
内
で
の
調
査
に
便
宜
を
賜
っ
た
。
漢
籍
室
の
蔵

書
は
膨
大
な
豊
で
総
て
枚
に
納
め
ら
れ
整
理
が
行
届
い
て
い
る
。
夏
休
み
中
な

の
で
午
後
三
時
ま
で
の
、
実
質
三
時
間
程
の
調
査
で
あ
っ
た
が
、
背
文
字
の
書

名
を
手
掛
り
に
し
て
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
抜
出
し
点
検
し
て
、
四
点
の
角
筆
書
入

れ
書
を
見
付
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
午
後
に
な
っ
て
、
先
ず
ダ
助
教
授
が
、
角

筆
で
節
博
士
を
施
し
た
次
の
文
献
を
、
個
人
文
庫
室
の
中
の
「
薪
巷
文
庫
」
か
ら

見
付
け
た
。

⑱
禅
門
枯
頒
集
巻
之
九
　
一
冊
　
c
U
＼
A
m
号
の

十
七
世
紀
刊
　
（
巻
首
）
「
懐
印
」
（
墨
書
）
、
（
巻
末
）
「
伏
願
以
此
披
閲
功
徳
／

報
四
重
恩
下
済
三
途
苦
」
（
墨
書
）
　
　
「
薪
奄
文
庫
」
青
印
）
　
角
筆
の
節
博

士
が
施
さ
れ
て
い
る
。
他
に
、
墨
書
の
口
訣
も
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

更
に
、
節
博
士
と
係
り
の
あ
り
そ
う
な
書
名
を
手
掛
り
に
し
た
と
し
て
、
次
の

文
献
も
芦
助
教
授
が
見
付
け
た
。

⑲
架
傭
願
文
、
至
心
俄
悔
、
至
心
鞍
願
一
冊
　
c
U
＼
A
宗

十
九
世
紀
写
　
（
奥
書
）
「
西
巻
居
士
謹
書
」
（
墨
書
）
　
角
筆
の
縦
長
線
が
漢

字
「
伎
」
　
の
右
傍
に
施
さ
れ
て
い
る
。
注
示
符
か
。
他
に
朱
句
切
点
、
黒
丸

句
切
符
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
「
黄
棒
」
寄
贈

西
村
は
次
の
二
点
を
見
付
け
た
。

⑳
地
蔵
菩
薩
本
願
経
巻
上
、
巻
下
　
一
冊
　
c
U
＼
A
合

嘉
慶
二
年
二
七
九
七
）
刊
　
（
刊
記
）
「
大
施
主
金
退
海
亡
妻
梁
氏
」
（
巻
首
）

角
筆
の
句
切
符
・
圏
点
・
弧
が
施
さ
れ
て
い
る
。
上
欄
に
墨
書
の
書
入
れ
が

あ
る
。

㊧
芝
峯
類
説
巻
第
十
七
～
巻
第
二
十
一
冊
（
三
枚
九
冊
の
内
）
E
－
＼
A
－
更
の

十
七
世
紀
刊
　
角
筆
に
よ
る
落
書
の
絵
が
三
丁
表
の
上
欄
に
書
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
摘
記
を
小
林
が
行
っ
て
、
角
筆
の
線
や
符
号
の
機
能
に
つ
い
て
認
定

し
た
。
努
助
教
授
は
⑱
禅
門
枯
頒
集
に
角
筆
で
書
入
れ
ら
れ
た
節
博
士
を
後
日

改
め
て
調
査
さ
れ
、
そ
の
摘
記
資
料
を
小
林
に
送
っ
て
下
さ
っ
た
。

三
九



四
、
誠
庵
古
書
博
物
館
　
七
月
六
日

調
査
四
日
目
の
二
〇
〇
〇
年
七
月
六
日
は
、
誠
庵
古
書
博
物
館
を
訪
れ
た
。

南
教
授
と
芦
助
教
授
が
同
道
し
て
下
さ
り
調
査
に
も
立
会
わ
れ
た
。
閲
覧
の
許

可
は
李
教
授
の
御
走
力
に
よ
る
と
聞
い
て
い
る
。
館
長
の
超
柄
舜
先
生
は
格
別

な
好
意
を
も
っ
て
貴
重
書
の
数
々
を
拝
観
調
査
さ
せ
て
下
さ
っ
た
。
日
本
語
が

達
者
で
、
何
か
と
温
か
い
御
配
慮
を
賜
っ
た
。
展
示
室
の
奥
の
館
長
室
の
、
調

査
用
の
机
の
上
に
既
に
十
数
点
の
経
典
類
が
用
意
さ
れ
て
あ
っ
た
。
そ
の
中
の
、

白
い
布
に
包
ま
れ
た
十
巻
が
初
離
高
麗
版
で
あ
る
。
そ
の
最
初
に
手
に
し
た
一

巻
か
ら
、
小
林
が
、
角
筆
で
書
入
れ
た
漢
字
を
見
出
し
た
。
角
筆
ス
コ
ー
プ
の

照
明
に
よ
っ
て
浮
び
出
た
、
校
合
用
に
書
込
ん
だ
漢
字
で
あ
っ
た
。
次
の
文
献

で
あ
る
。

⑳
弥
勒
菩
薩
所
間
経
論
巻
第
二
一
巻
（
巻
子
本
）

初
離
高
麗
版
（
十
一
世
紀
）
　
角
筆
の
校
合
漢
字
、
注
示
符
、
圏
点
等
が
施

さ
れ
て
い
る
。

引
続
い
て
手
に
し
て
調
べ
た
五
点
の
初
離
高
麗
版
の
総
て
か
ら
、
角
筆
の
書
入

れ
を
小
林
は
見
付
け
、
角
筆
使
用
の
按
が
り
を
感
じ
た
。
五
点
は
次
の
文
献
で

あ
る
。

⑳
大
方
等
大
集
経
巻
第
四
十
九

初
離
高
麗
版
（
十
一
世
紀
）

施
さ
れ
て
い
る
。

⑳
阿
見
暴
毘
婆
沙
論
巻
第
十
二

初
離
高
麗
版
（
十
一
世
紀
）

れ
て
い
る
。

⑳
舎
利
弗
阿
見
曇
論
巻
第
一

初
離
高
麗
版
（
十
一
世
紀
）

一
巻
　
（
巻
子
本
）

角
筆
の
句
切
符
、
斜
線
・
横
線
、
圏
点
等
が

一
巻
　
（
巻
子
本
）

角
筆
の
旬
切
符
、
節
博
士
、
圏
点
等
が
施
さ

一
巻
（
巻
子
本
）

角
筆
の
句
切
符
、
節
博
士
等
が
施
さ
れ
て
い

四
〇

る
。

歯
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
第
三
百
五
十
五
　
一
巻
（
巻
子
本
）

初
離
高
麗
版
（
十
一
世
紀
）
　
角
筆
の
節
博
士
が
施
さ
れ
て
い
る
。

⑳
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
第
三
百
一
帖
（
扇
風
様
装
）

初
離
高
麗
版
（
十
一
世
紀
）
　
紙
背
に
「
法
護
」
の
古
朱
印

角
筆
の
節
博
士
が
施
さ
れ
、
角
筆
の
星
点
に
見
え
る
点
も
あ
る
。

十
巻
の
う
ち
二
巻
は
開
披
が
難
し
い
の
で
手
を
付
け
な
い
こ
と
に
し
て
、
残
り

の
二
巻
を
西
村
が
分
担
し
て
調
べ
た
。

⑳
瑜
伽
師
地
論
巻
第
八
一
巻
（
巻
子
本
）

初
離
高
麗
版
（
十
一
世
紀
）

を
調
べ
た
西
村
は
、
角
筆
に
よ
る
点
が
大
量
に
あ
る
こ
と
を
見
付
け
、
小
林
に

示
し
た
。
小
林
は
角
筆
ス
コ
ー
プ
で
点
検
し
、
ヲ
コ
ト
点
で
あ
る
こ
と
を
認
定

し
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
禰
密
に
加
点
し
て
い
る
こ
と
、
角
筆
の
口
訣
も
散
在
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
上
欄
外
に
は
角
筆
で
点
図
の
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
分

っ
た
。
早
速
ヲ
コ
ト
点
を
帰
納
し
て
点
図
を
作
る
作
業
を
行
い
、
そ
の
過
程
を

南
教
授
と
芦
助
教
授
に
示
し
た
。
経
典
の
漢
文
に
対
し
て
、
韓
国
語
は
日
本
語

と
同
じ
語
順
で
あ
り
、
機
能
を
同
じ
く
す
る
所
が
あ
る
か
ら
、
日
本
語
と
し
て

解
読
し
て
も
通
ず
る
面
が
あ
る
。
星
点
図
の
主
要
な
語
は
点
図
に
帰
納
す
る
こ

と
が
出
来
た
。
そ
の
過
程
で
芦
助
教
授
が
対
応
す
る
韓
国
語
を
教
示
さ
れ
た
。

中
で
も
、
星
点
図
に
日
本
語
の
助
詞
「
ノ
」
に
当
る
も
の
が
二
箇
所
あ
り
、
そ
れ

が
韓
国
語
で
生
物
と
無
生
物
を
区
別
す
る
と
い
う
示
唆
は
有
益
で
、
用
例
を
帰

納
し
て
み
る
と
正
に
そ
の
通
り
と
な
り
、
こ
れ
が
韓
国
の
ヲ
コ
ト
点
で
あ
る
と

い
う
自
信
を
得
た
。
南
教
授
か
ら
は
、
口
訣
に
つ
い
て
の
読
み
と
意
味
の
教
示

を
得
た
。
こ
の
文
献
は
翌
々
日
の
七
月
八
日
に
も
再
調
査
し
、
七
十
行
程
を
小

林
が
移
点
し
、
摘
記
し
た
。
角
筆
の
縦
長
線
の
合
符
が
使
わ
れ
、
機
能
の
違
い



に
よ
っ
て
位
置
を
具
に
し
て
い
る
こ
と
に
も
気
付
い
た
。
こ
の
日
は
李
教
授
も

来
館
さ
れ
、
ヲ
コ
ト
点
の
帰
納
と
解
読
に
立
会
わ
れ
た
。

西
村
が
調
べ
た
も
う
一
巻
に
も
、
次
の
よ
う
に
角
筆
の
書
入
れ
が
見
付
か
っ

た
。

⑳
阿
見
曇
毘
婆
沙
論
巻
第
十
五
　
一
巻
（
巻
子
本
）

初
離
高
麗
版
（
十
一
世
紀
）
　
角
筆
の
節
博
士
、
圏
点
等
が
施
さ
れ
て
い
る
。

⑳
阿
見
曇
毘
婆
沙
論
巻
第
十
二
の
僚
巻
。

こ
の
間
に
、
南
教
授
と
芦
助
教
授
が
、
再
離
高
麗
版
等
か
ら
次
の
四
点
の
角
筆

文
献
を
見
付
け
た
。
芦
助
教
授
は
、

⑳
妙
法
蓮
華
経
巻
第
一
一
帖
（
折
本
装
）

十
五
世
紀
後
半
刊
　
巻
末
に
「
孝
寧
大
君
補
／
臨
濃
大
君
謬
」
以
下
「
正
板

人
二
／
著
漆
人
一
／
壇
冶
匠
二
／
執
旗
釈
七
」
に
至
る
刊
記
が
あ
る
。
角
筆

の
ハ
ン
グ
ル
（
字
音
）
・
漢
字
（
字
音
と
釈
義
）
、
方
便
晶
に
角
筆
の
節
博
士

が
あ
り
、
序
晶
に
は
墨
書
の
口
訣
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

◎
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
六
十
一
一
帖
（
折
本
装
）

再
離
高
麗
版
（
乙
巳
歳
二
二
四
五
刊
）
　
角
筆
の
句
切
線
（
横
短
線
）
が

施
さ
れ
て
い
る
。

◎
大
般
捏
架
経
巻
第
三
十
　
一
帖
（
折
本
装
）

再
離
高
麗
版
（
辛
丑
歳
二
二
四
一
刊
）
　
角
筆
の
節
博
士
が
施
さ
れ
て
い

る
。

の
三
点
を
見
出
し
、
南
教
授
は
次
の
文
献
を
見
出
し
た
。

◎
天
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
第
五
百
三
十
三
　
一
帖
（
折
本
装
）

再
離
高
麗
版
（
乙
亥
歳
・
一
二
三
九
刊
）
　
角
筆
の
節
博
士
が
施
さ
れ
て
い

る
。

小
林
は
、
こ
れ
ら
の
摘
記
を
行
い
、
角
筆
の
書
入
れ
符
号
の
機
能
に
つ
い
て
認

定
し
た
。

五
、
延
世
大
学
校
中
央
図
書
館
　
七
月
七
日

延
世
大
学
校
文
科
大
学
国
語
国
文
学
科
林
龍
基
教
授
の
御
高
配
と
御
世
諸
に

よ
り
、
延
世
大
学
校
中
央
図
書
館
に
お
い
て
貴
重
書
の
数
点
を
調
査
す
る
こ
と

が
出
来
た
。
一
点
ず
つ
閲
覧
室
に
図
書
館
職
員
が
持
っ
て
来
ら
れ
、
そ
の
丁
捲

り
の
も
と
、
一
貫
一
貫
を
角
筆
ス
コ
ー
プ
の
光
に
よ
っ
て
小
林
が
点
検
し
西
村

が
補
助
し
た
。
南
教
授
と
芦
助
教
授
も
立
会
わ
れ
、
又
、
延
世
大
学
校
大
学
院

生
数
名
も
、
調
査
状
況
を
見
学
し
た
。
貴
重
書
の
選
定
は
、
南
教
授
が
墨
書
口

訣
書
入
れ
の
古
書
を
選
び
出
納
を
依
頼
し
て
下
さ
っ
た
。
最
初
に
持
出
さ
れ
た

漢
籍
の
、
第
一
貢
に
、
角
筆
の
口
訣
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
早
速
に
見
付

か
っ
た
。
次
掲
の
漢
籍
で
あ
る
。

◎
論
語
集
註
大
全
巻
之
九
　
一
冊
　
司
－
N

十
五
世
紀
前
半
刊
　
角
筆
の
口
訣
と
注
示
符
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
他
に

墨
書
の
ロ
訣
も
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

次
い
で
、
次
の
二
点
か
ら
も
、
角
筆
の
口
訣
等
が
見
出
さ
れ
た
。

◎
近
思
録
一
冊
　
正
統
元
年
（
一
四
三
六
）
刊

（
刊
記
）
　
「
正
統
元
年
六
月
　
日
印
出
」
　
角
筆
の
口
訣
、
注
示
符
、
節
博
士

（
？
）
、
斜
線
、
圏
点
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
他
に
墨
書
の
口
訣
・
注
示
符

も
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

⑳
誠
初
心
学
人
文
　
一
冊
　
胡
畠
　
隆
慶
四
年
二
五
七
〇
）
刊

（
刊
記
）
　
「
隆
慶
四
年
庚
午
暮
春
全
羅
道
康
津
／
地
無
為
寺
開
刊
一
次
敏
　
元

淡
／
供
養
大
施
主
前
□
奉
朴
琳
両
王
　
宗
恵
」
　
角
筆
の
口
訣
、
注
示
符
が

書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
他
に
、
墨
書
の
口
訣
も
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

図
書
館
の
特
別
の
配
慮
に
よ
り
、
実
質
三
時
間
余
の
調
査
で
は
あ
っ
た
が
、
右

掲
の
三
点
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
。

四
一



比
の
日
、
午
後
四
時
か
ら
、
延
世
大
学
校
文
科
大
学
新
館
に
て
延
世
大
学
校

人
文
学
研
究
所
と
ロ
訣
学
会
と
の
主
催
に
よ
る
、
小
林
の
「
日
本
に
お
け
る
角
筆

文
献
研
究
の
現
状
と
展
望
」
と
題
す
る
公
開
講
演
が
催
さ
れ
た
。
こ
の
講
演
の
中

で
、
今
回
の
韓
国
調
査
で
見
付
か
っ
た
角
筆
文
献
に
つ
い
て
報
告
し
、
特
に
誠

庵
古
書
博
物
館
か
ら
発
見
さ
れ
た
初
離
高
麗
版
「
瑜
伽
師
地
論
巻
第
八
」
に
つ
い

て
は
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
角
筆
に
よ
る
ヲ
コ
ト
点
と
ロ
訣
が
書
入
れ
ら
れ
て
あ

り
、
韓
国
で
ヲ
コ
ト
点
を
使
っ
た
資
料
と
し
て
も
、
又
、
現
存
す
る
最
古
の
口

訣
資
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
全
巻
の
詳
細
な
解
明
と
正
確
な

解
読
は
南
教
授
に
期
待
し
、
小
林
は
日
本
の
訓
点
の
知
見
等
を
以
て
協
力
し
た

い
と
表
明
し
た
（
4
）
。

六
、
誠
庵
古
書
博
物
館
（
第
二
日
目
）
　
七
月
八
日

初
離
高
麗
版
か
ら
角
筆
の
書
入
れ
が
見
出
さ
れ
、
ヲ
コ
ト
点
と
口
訣
が
発
見

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
再
度
、
誠
庵
古
書
博
物
館
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

此
の
日
は
、
秘
蔵
の
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
（
七
世
紀
未
書
写
）
一
巻
と
、
無
垢
浄

光
大
陀
羅
尼
経
（
新
羅
景
徳
王
十
年
・
七
五
二
刊
、
国
宝
一
二
六
－
附
き
一
巻
ま

で
拝
観
調
査
す
る
幸
い
に
恵
ま
れ
た
。
そ
の
結
果
、
◎
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
に

角
筆
の
補
入
符
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
小
林
が
見
出
し
、
敦
焙
文
献
の
十

踊
比
丘
波
羅
提
木
叉
戎
本
（
建
初
二
年
（
四
〇
六
）
比
丘
徳
祐
書
写
）
一
巻
に

角
筆
で
施
さ
れ
た
補
入
符
に
通
ず
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
又
、
瑜
伽
師
地
論
巻

第
八
の
角
筆
点
を
再
調
査
し
、
小
林
と
西
村
と
で
初
離
高
麗
版
の
角
筆
書
入
れ

の
摘
記
を
行
い
、
西
村
は
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。

○
帰
国
後
の
経
過

小
林
が
持
参
し
た
角
筆
ス
コ
ー
プ
を
口
訣
学
会
に
寄
贈
し
引
続
い
て
の
調
査

を
期
待
し
て
帰
国
し
た
後
、
誠
庵
古
書
博
物
館
に
お
い
て
、
南
教
授
、
李
教
授
、

芦
助
教
授
に
よ
り
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
加
点
本
を
対
象
と
す
る
定
期
的
な
調
査
が

四
二

行
わ
れ
た
（
5
）
。
又
、
館
長
の
趨
先
生
は
御
所
蔵
の
古
典
籍
に
つ
い
て
親
し
く

鋭
意
調
査
さ
れ
た
由
に
て
、
角
筆
の
書
入
れ
ら
れ
た
文
献
を
次
々
と
見
付
け
出

さ
れ
て
、
国
際
電
話
で
直
ち
に
教
示
さ
れ
、
そ
の
紙
焼
写
真
資
料
を
次
々
と
送

っ
て
下
さ
っ
た
。
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

◎
瑜
伽
師
地
論
巻
第
五
　
一
巻
（
巻
子
本
）
　
初
離
高
麗
版
（
十
一
世
紀
）

角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
・
ロ
訣
等
書
入
れ
。
八
月
初
、
九
月
十
一
日

◎
妙
法
蓮
華
経
巻
第
一
　
一
巻
（
巻
子
本
）
　
初
離
高
麗
版
よ
り
前
の
刊

角
筆
の
節
博
士
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
八
月
二
十
四
日

◎
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
二
十
二
　
一
巻
（
巻
子
本
）
　
十
一
世
紀
後
半
刊

角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
が
全
巻
に
施
さ
れ
て
い
る
。
八
月
二
十
七
日

◎
貞
元
本
華
厳
経
巻
第
七
［
宝
物
］
　
一
巻
（
巻
子
本
）
　
十
一
世
紀
後
半
刊

角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
　
九
月
一
日

＠
書
見
毘
婆
沙
律
巻
第
九
　
一
巻
（
巻
子
本
）
　
初
離
高
麗
版
（
十
一
世
紀
）

角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
・
節
博
士
が
施
さ
れ
て
い
る
。
　
九
月
九
日
、
十
日
、

十
一
日

◎
金
光
明
経
巻
第
三
　
一
巻
（
巻
子
本
）
　
初
離
高
麗
版
よ
り
前
の
刊

角
筆
の
節
博
士
が
施
さ
れ
て
い
る
。
　
九
月
十
二
日
、
十
三
日

◎
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
五
十
七
　
一
巻
（
巻
子
本
、
折
本
を
再
改
装
）

十
一
世
紀
後
半
刊
　
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
　
十
月
六
日

一
方
、
こ
の
間
に
、
小
林
は
七
月
の
調
査
に
お
い
て
摘
記
し
た
資
料
を
整
理
し

て
コ
ピ
ー
を
南
教
授
、
李
教
授
、
芦
助
教
授
に
送
り
、
併
せ
て
「
調
査
備
忘
」
（
七

月
二
十
日
記
）
を
作
成
し
て
お
届
け
し
、
超
館
長
に
も
お
送
り
し
た
。
そ
の
中
で
、

瑜
伽
師
地
論
巻
第
八
の
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
が
複
星
点
（
6
）
や
壷
内
に
近
接
し
て

用
い
る
な
ど
は
日
本
の
宝
瞳
院
点
に
合
う
こ
と
、
合
符
の
使
い
分
け
が
寛
平
法

皇
独
自
の
合
符
の
使
い
方
に
通
ず
る
こ
と
、
節
博
士
の
加
施
資
料
が
多
く
、
中



国
、
日
本
と
の
比
較
研
究
が
望
ま
れ
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
た
。

八
月
六
日
、
来
日
さ
れ
た
ダ
助
教
授
と
東
京
に
て
会
い
、
全
巻
の
移
点
を
終

え
た
瑜
伽
師
地
論
巻
第
八
の
全
文
資
料
を
恵
与
さ
れ
た
。
こ
れ
を
検
討
し
て
、

返
託
符
号
（
返
託
を
受
け
る
弧
な
ど
）
に
気
付
き
、
前
回
の
「
備
忘
」
を
補
訂
し
た

資
料
と
共
に
芦
助
教
授
に
送
り
、
超
館
長
に
も
報
告
し
た
。
引
続
い
て
、
奈
良

国
立
博
物
館
に
て
、
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
来
日
さ
れ
た
超
先
生
に
お
会
い
し
、

角
筆
点
の
全
巻
写
真
作
成
の
必
要
性
を
申
し
上
げ
て
撮
影
の
快
諾
を
頂
い
た
。

○
韓
国
に
お
け
る
第
二
回
目
調
査

か
く
て
、
第
二
回
目
の
訪
韓
調
査
を
次
の
日
程
で
行
っ
た
。

平
成
十
二
年
十
一
月
五
日
（
日
）
～
十
一
月
十
二
日
（
日
）
　
八
日
間

今
回
は
、
角
筆
ヲ
コ
ト
点
資
料
の
全
巻
撮
影
と
、
前
回
調
査
後
に
見
出
さ
れ
た

角
筆
文
献
の
調
査
が
主
目
的
で
、
小
林
、
西
村
、
小
林
節
子
の
他
、
角
筆
ス
コ

ー
プ
開
発
者
の
吉
沢
康
和
教
授
と
写
真
技
師
も
同
行
し
た
。

今
回
も
、
新
た
に
二
点
の
角
筆
文
献
を
教
示
さ
れ
、
小
林
は
角
筆
の
点
・
符
号

を
確
認
し
、
摘
記
し
、
特
に
◎
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
六
に
は
上
欄
に
角
筆
の

漢
字
文
・
句
に
よ
る
釈
義
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
見
出
し
た
。

◎
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
六
［
国
宝
］
　
一
巻
（
巻
子
本
）

契
丹
本
覆
刻
版
（
十
一
世
紀
後
半
）
　
（
巻
頭
）
「
海
東
沙
門
／
守
其
蔵
本
し

（
黒
印
）
、
（
巻
末
）
「
渾
陽
郡
戸
長
同
正
田
淘
美
亦
出
母
利
往
願
以
成
」
（
墨
書
）

角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
　
（
全
巻
）
・
節
博
士
・
合
符
　
上
欄
に
角
筆
の
漢
字
文
・

句
に
よ
る
釈
義
が
所
々
に
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

◎
妙
法
蓮
華
経
巻
第
八
　
一
巻
（
巻
子
本
）
　
初
離
高
麗
版
よ
り
前
の
刊

角
筆
の
節
博
士
が
全
巻
に
施
さ
れ
て
い
る
。

前
回
調
査
後
に
見
出
さ
れ
た
愈
T
◎
の
角
筆
文
献
に
つ
い
て
も
、
原
本
を
調
査

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
角
筆
の
加
点
の
内
容
に
つ
い
て
新
た
な
知
見
を
得
た
。

◎
瑜
伽
師
地
論
巻
第
五
は
、
⑳
同
巻
第
八
の
僚
巻
で
あ
る
か
ら
、
同
種
の
ヲ
コ

ト
点
、
口
訣
の
他
、
返
読
符
・
合
符
も
同
様
に
用
い
ら
れ
、
又
、
上
欄
に
角
筆

の
点
図
も
あ
り
、
極
一
部
に
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
の
上
か
ら
墨
点
が
重
ね
て
施
さ

れ
て
い
た
。
㊤
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
二
十
二
と
⑱
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
五

十
七
と
は
僚
巻
で
、
瑜
伽
師
地
論
巻
第
五
・
巻
第
八
と
は
別
系
統
の
ヲ
コ
ト
点

が
共
に
用
い
ら
れ
、
◎
巻
第
五
十
七
に
は
、
南
教
授
の
教
示
に
よ
り
漢
字
字
音

注
が
角
答
で
事
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
角
筆
の
節
博
士
、
声
調

符
も
認
め
ら
れ
た
。
又
、
小
林
は
、
七
月
調
査
で
見
付
け
ら
れ
た
⑳
妙
法
蓮
華

経
巻
第
二
十
五
世
紀
後
半
刊
）
折
本
装
一
帖
に
角
筆
で
ハ
ン
グ
ル
を
以
て
字
音

を
書
入
れ
た
も
の
が
、
序
晶
を
主
と
し
方
便
晶
に
は
一
部
に
あ
る
こ
と
を
確
認

し
、
方
便
晶
に
は
角
筆
の
節
博
士
が
あ
る
こ
と
を
見
出
し
て
、
こ
れ
ら
を
摘
記

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
こ
の
項
、
小
林
・
西
村
）

二
、
韓
国
で
発
見
さ
れ
た
角
筆
文
献
の
文
字
・
符
号

韓
国
に
お
け
る
第
三
回
目
の
調
査
は
、
角
筆
点
の
紙
焼
写
真
を
届
け
、
写
真

ネ
ガ
を
納
め
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
、
平
成
十
三
年
四
月
十
二
日
（
木
）
～

四
月
十
五
日
（
日
）
四
日
間
の
日
程
で
、
小
林
と
小
林
節
子
が
訪
韓
し
た
折
、

超
先
生
と
南
教
授
・
李
教
授
の
御
高
配
と
御
世
話
に
よ
り
、
誠
庵
古
書
博
物
館

か
ら
新
た
に
角
筆
加
点
の
見
付
か
っ
た
＠
六
十
巻
本
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
二

十
（
十
世
紀
刊
）
一
巻
と
、
湖
林
博
物
館
蔵
の
、
⑳
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
三

十
四
（
十
一
世
紀
後
半
刊
）
一
巻
、
⑳
瑜
伽
師
地
論
巻
第
三
（
初
離
高
麗
版
）

一
巻
と
を
拝
観
調
査
す
る
機
に
恵
ま
れ
た
。
そ
の
摘
録
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

誠
庵
古
書
博
物
館
の
次
の
一
点
は
南
教
授
が
見
付
け
ら
れ
た
由
で
あ
る
。

◎
六
十
巻
本
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
二
十
　
一
巻
（
巻
子
本
）四

三



十
世
紀
刊
（
字
体
は
十
世
紀
の
写
経
体
を
持
つ
）
　
内
題
下
の
欄
外
に
「
雲

龍
」
（
墨
書
）
、
上
欄
外
に
「
有
本
種
ミ
分
別
」
「
別
本
云
一
切
淳
」
の
異
本
校

合
注
記
の
墨
書
が
書
入
れ
ら
れ
、
「
有
本
云
衆
生
／
丸
亀
〕
の
墨
書
口
訣

も
施
さ
れ
て
い
る
。
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
が
全
巻
に
施
さ
れ
、
角
筆
の
節
博
士

も
認
め
ら
れ
る
。
星
点
の
担
う
テ
l
〓
プ
ハ
の
主
な
も
の
は
、
◎
大
方
広
仏
華

厳
経
（
新
訳
）
巻
第
二
十
二
と
⑳
同
巻
五
十
七
の
星
点
の
そ
れ
に
通
ず
る
。

そ
れ
以
外
の
星
点
と
、
複
星
点
「
‥
」
「
‥
」
「
㌧
」
「
・
こ
「
・
ご
「
T
J
「
い
」

「
／
」
「
÷
」
「
÷
「
て
⊥
「
ご
「
＼
」
「
／
」
「
－
上
「
ご
の
符
号
は
形
が

同
じ
で
あ
る
が
、
＠
㊦
の
大
方
広
仏
華
厳
経
（
新
訳
）
と
は
担
う
機
能
が

異
な
っ
て
い
る
。
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
は
、
上
欄
に
異
本
校
合
注
記
と
し
て
書

入
れ
ら
れ
た
墨
書
の
漢
字
に
も
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
南
教
授
が
見
付
け

ら
れ
た
由
で
あ
る
。

湖
林
博
物
館
の
次
の
二
点
は
、
同
博
物
館
の
学
峯
研
究
室
長
の
李
喜
寛
博
士
が

誠
庵
古
書
博
物
館
の
角
筆
加
点
の
情
報
を
得
て
見
付
け
ら
れ
た
由
で
あ
る
。

⑳
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
三
十
四
（
新
訳
）
　
一
巻
（
巻
子
本
）

十
一
世
紀
後
半
刊
　
見
返
に
変
相
図
が
あ
る
。
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
が
全
巻
に

施
さ
れ
、
角
筆
の
節
博
士
・
合
符
と
圏
点
が
認
め
ら
れ
、
合
符
に
は
機
能
分

化
が
あ
る
。
㊨
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
二
十
二
、
⑳
同
巻
五
十
七
と
僚
巻
で
、

ヲ
コ
ト
点
も
同
系
統
で
あ
る
。
第
十
紙
の
上
欄
に
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
図
が
あ

る
こ
と
を
小
林
の
調
査
で
見
付
け
、
瑜
伽
師
地
論
巻
第
八
、
巻
第
五
の
上
欄

に
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
図
が
あ
る
こ
と
に
併
せ
て
、
別
系
統
の
ヲ
コ
ト
点
資
料

に
そ
れ
ぞ
れ
点
図
の
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
っ
た
。

◎
瑜
伽
師
地
論
巻
第
三
　
一
巻
（
巻
子
本
）

初
離
高
麗
版
　
表
紙
欠
　
巻
首
に
破
損
あ
り
　
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
が
全
巻
に

施
さ
れ
、
角
筆
の
ロ
訣
・
返
読
符
・
合
符
と
圏
点
が
認
め
ら
れ
る
。
⑳
瑜
伽

凹
川

師
地
論
巻
第
八
、
◎
同
巻
第
五
と
僚
巻
で
、
ヲ
コ
ト
点
も
同
系
統
で
あ
る
。

誠
庵
古
書
博
物
館
に
は
、
他
に
も
次
の
よ
う
な
角
筆
文
献
が
あ
る
。

◎
瑜
伽
師
地
論
巻
第
八
十
五
　
一
巻
（
巻
子
本
）

初
離
高
麗
版
　
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
・
節
博
士
が
巻
末
に
あ
る
。

㊤
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
三
十
六
〔
国
宝
〕
　
　
一
巻
（
巻
子
本
）

周
本
華
厳
経
（
十
一
世
紀
後
半
刊
）
　
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
が
全
巻
に
施
さ
れ

て
い
る
と
い
う
（
7
二
筆
者
未
見
）
。
◎
⑳
と
同
一
人
の
手
に
か
か
る
と
さ
れ

る
。

又
、
第
二
回
調
査
の
韓
国
滞
在
中
に
、
延
世
大
学
校
大
学
院
生
の
李
田
京
氏
が
、

同
大
学
校
中
央
図
書
館
で
見
付
け
た
と
い
う
次
の
一
点
を
、
林
龍
基
教
授
を
通

じ
て
教
示
さ
れ
た
。

⑮
妙
法
蓮
華
経
巻
第
一
一
冊
（
巻
子
本
改
装
）
　
胡
二
道

角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
・
口
訣
が
全
巻
に
施
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
筆
者
未
見
）
。

南
教
授
の
教
示
に
よ
る
と
、
角
筆
の
書
入
れ
は
十
二
世
紀
以
前
で
、
ヲ
コ
ト

点
に
二
種
あ
り
、
瑜
伽
師
地
論
・
大
方
広
仏
華
厳
経
と
は
別
系
統
と
い
う
（
直

話
）
。
調
査
中
の
由
で
あ
る
。

韓
国
に
お
い
て
見
出
さ
れ
た
角
筆
文
献
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
右
掲
の
五
十
点

余
り
で
あ
る
が
、
今
後
の
調
査
に
よ
り
、
誠
庵
古
書
博
物
館
を
始
め
、
諸
処
か

ら
角
筆
文
献
が
発
見
さ
れ
る
と
訪
韓
調
査
の
体
験
に
よ
り
確
信
が
持
た
れ
、
そ

れ
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
、
現
在
ま
で
に
見
出
さ
れ
た
五
十
点
余
の
資
料
の
範
囲
で
知
ら
れ
る
所

を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

先
ず
、
韓
国
に
て
角
筆
の
使
わ
れ
た
時
期
は
、
最
古
が
七
世
紀
後
半
で
あ
り
、

包
丁
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
（
七
世
紀
未
書
写
）
　
に
角
筆
で
書
入
れ
ら
れ
た
補
入
符



は
、
そ
の
右
傍
に
小
字
で
補
加
さ
れ
た
「
如
是
」
　
の
二
字
が
本
文
と
同
筆
蹟
で

あ
る
か
ら
当
時
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。
最
新
は
、
⑯
斎
仏
願
文
、
至
心
懐
悔
、

至
心
発
願
（
十
九
世
紀
書
写
）
に
角
筆
で
書
入
れ
ら
れ
た
縦
線
の
注
示
符
で
あ

る
。
そ
の
間
の
世
紀
に
刊
行
・
書
写
さ
れ
た
文
献
に
見
ら
れ
る
か
ら
、
七
世
紀

後
半
か
ら
十
九
世
紀
に
わ
た
っ
て
角
筆
の
使
わ
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

次
に
、
角
筆
の
書
入
れ
ら
れ
た
文
献
は
、
仏
書
と
漢
籍
で
本
文
が
漢
字
文
の

典
籍
で
あ
り
、
そ
の
読
解
・
請
唱
等
の
為
に
、
角
筆
で
文
字
や
符
号
が
施
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

五
十
点
の
範
囲
で
見
る
と
、
十
一
世
紀
以
前
の
写
本
・
刊
本
に
は
、
朱
・
白

点
を
見
ず
、
塁
点
も
殆
ど
無
く
、
角
筆
加
点
が
主
で
あ
り
、
そ
の
ヲ
コ
ト
点
が

全
巻
に
わ
た
っ
て
加
点
さ
れ
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
事
は
日
本
の
平
安

時
代
の
訓
点
本
と
差
異
が
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
韓
国
に
お
い
て
は
十
一
世
紀

以
前
の
文
献
に
ヲ
コ
ト
点
等
の
加
点
の
あ
る
こ
と
が
、
今
ま
で
気
付
か
れ
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
そ
の
角
筆
の
文
字
と
符
号
に
つ
い
て
、
種
類
別
に
見
る
こ
と
に
す
る
。

I
　
角
筆
の
文
字

I
1
1
　
角
筆
の
漢
字

〔
注
音
〕

⑳
瑜
伽
師
地
論
巻
第
八
（
初
離
高
麗
版
）
に
、
角
筆
の
漢
字
を
傍
記
し
て
、
経

本
文
の
漢
字
の
音
を
注
音
し
た
例
が
あ
る
。
（
ヲ
コ
ト
点
略
、
以
下
同
じ
）

此
中
略
義
者
謂
略
顕
示
離
間
意
楽
離
間
未
壊
方
便
離
間
巳

r
五
」
　
（
角
）

壊
方
便
離
間
染
汗
心
及
他
方
便

被
注
字
「
汗
」
は
・
喉
音
虞
韻
で
、
玄
航
二
切
経
音
義
に
「
不
汗
輔
馳
師
雛
監
」

（
巻
二
、
書
陵
部
蔵
大
治
二
年
本
）
と
あ
る
。
角
筆
の
注
音
「
五
」
（
韓
国
語
且
）

は
同
音
を
以
て
、
注
音
し
た
と
見
ら
れ
る
。

⑳
大
方
広
仏
華
厳
経
第
五
十
七
に
も
、
角
筆
の
漢
字
を
傍
記
し
て
、
経
本
文

の
漢
字
の
音
を
注
音
し
た
次
の
三
例
が
あ
る
（
8
）
。

「
劫
」
（
角
）

喝
貪
愛
水
破
愚
痴
教
掃
撮
煩
悩
諸
悪

被
注
字
象
は
、
牙
音
次
清
屋
韻
で
あ
り
、
新
撰
字
鏡
に
「
放
劫
轡

に
離
絹
頃
鋤
鍋
」
（
巻
十
一
、
天
治
本
）
、
玄
応
一
切
経
音
義
に
「
成
就
又
作

殻
同
口
角
反
呉
合
間
音
笑
卵
外
堅
皮
也
〒
略
）
」
（
巻
十
、
書
陵
部
蔵
大
治
三
年
本
）

と
あ
る
。
角
筆
の
注
音
「
却
」
は
牙
音
次
清
薬
韻
で
あ
る
。

「
堕
」
　
（
角
）

所
謂
名
為
菩
提
薩
埴
　
菩
提
智
所
生
故

被
注
字
「
埴
」
は
、
舌
音
滑
果
韻
で
あ
り
、
角
筆
の
注
音
「
堕
」
も
舌
青
果
韻

で
あ
る
が
、
濁
で
あ
り
、
清
と
濁
と
の
区
別
は
せ
ず
通
用
さ
せ
て
い
る
。

「
埴
」
は
、
玄
応
一
切
経
音
義
に
「
塗
唾
相
賢
哲
　
（
巻
十
四
、
書
陵
部
蔵

大
治
三
年
本
）
と
あ
り
、
妙
法
蓮
華
経
釈
文
に
「
埴
慈
恩
云
丁
果
丁
曳
二
反
〒

略
）
」
（
醍
醐
寺
蔵
本
）
と
あ
る
。
角
筆
の
往
昔
「
撃
は
、
妙
法
蓮
華
経
釈
文

に
「
頗
甥
羅
堕
他
果
反
（
下
略
）
」
（
同
上
本
）
と
あ
る
。

「
泉
　
朴
」
　
（
角
）

所
謂
寂
静
臥
身
心
憺
伯
故

「
憺
」
の
右
傍
の
角
筆
文
字
は
未
詳
で
あ
る
。
南
教
授
は
「
去
」
の
口
訣
字
で

「
去
声
」
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
た
（
9
）
。
被
注
字
「
憺
」
は
、
餌
韻
去
声
で

あ
る
。
下
の
被
注
字
「
伯
」
は
、
唇
音
次
清
陪
韻
で
あ
り
、
角
筆
の
注
音
「
朴
」

は
唇
音
次
清
覚
韻
で
あ
る
。

前
掲
の
「
絃
「
却
」
（
角
）
」
も
、
次
滑
字
に
対
し
て
は
同
じ
次
清
字
で
注
音

し
て
い
る
。

「
埴
産
（
角
）
」
は
被
注
字
と
注
音
字
で
清
濁
を
通
用
さ
せ
て
い
る
。
用
例
の

数
が
少
な
い
の
で
確
か
で
は
な
い
が
、
注
音
に
当
り
、
清
濁
は
区
別
し
な
い
が
、

四
五



次
清
に
は
次
清
を
以
て
し
た
と
見
ら
れ
、
清
と
次
清
と
は
区
別
し
て
い
た
こ
と

を
反
映
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

飼
妙
法
蓮
華
経
巻
第
一
（
十
五
世
紀
後
半
刊
）
に
は
、
角
筆
の
ハ
ン
グ
ル
で

注
音
し
て
い
る
が
、
別
に
角
筆
の
漢
字
を
以
て
注
管
し
た
例
も
あ
る
。

r
加
」
　
（
角
）

或
無
償
　
衣
（
十
三
丁
裏
2
行
目
）

こ
の
l
例
が
拾
わ
れ
た
。

〔
釈
義
〕

＠
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
六
〔
国
宝
〕
に
は
、
角
筆
の
漢
字
文
や
漢
字
（
単

字
）
を
上
欄
の
所
々
に
書
入
れ
注
記
し
て
、
経
本
文
の
当
該
字
句
の
釈
義
を
示

し
た
例
が
あ
る
。

○
（
本
文
）
傭
身
常
顧
現
　
法
界
悉
充
満

（
上
欄
）
　
（
青
色
不
審
紙
貼
付
）

（
角
筆
）
「
常
出
三
世
／
顧
断
二
障
／
二
障
煩
悩
／
障
所
知
障
／
現
常
現

在
前
」

角
筆
の
漢
字
文
は
、
経
本
の
「
彿
身
常
顧
現
」
を
解
釈
し
た
も
の
で
、

「
傍
は
常
に
三
世
に
出
現
し
て
い
る
。
額
と
は
二
陣
を
断
つ
こ
と
で
あ
り
、
二

陣
と
は
煩
悩
陣
と
所
知
陣
と
で
あ
る
㌣
現
と
は
常
に
現
れ
て
前
に
在
る
こ
と
で

あ
る
」
と
説
い
て
い
る
。
他
に
も
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

○
　
（
上
欄
、
角
筆
）

「
此
十
歎

衆
曾
」

四
六

（
本
文
）

智
身
能
編
入
一
切
剰
微
塵
（
此
行
下
略
）

如
影
現
衆
剰
一
切
如
来
所
（
同
右
）

○
　
（
上
欄
、
角
筆
）

「請」

（
本
文
）

世
尊
哀
慰
我
等
開
示
演
説
　
（
下
略
）

○
　
（
上
欄
、
角
筆
）

「
知
身

法
身

智
法

七
化
身
」

（
本
文
）

如
来
甚
探
知

諸
傭
同
法
身

具
足
一
切
智

傭
身
及
光
明

普
入
於
法
界
（
此
行
下
略
）

無
依
無
差
別
（
同
右
）

編
知
一
切
法
　
（
同
右
）

色
相
不
思
議
（
同
右
）

◎
妙
法
蓮
華
経
巻
第
一
（
十
五
世
紀
後
半
刊
）
に
も
、
角
筆
に
よ
る
ハ
ン
グ

ル
の
注
音
と
別
に
、

各
於
世
界
　
　
講
説
正
法
（
十
丁
裏
1
行
目
）

「
時
」
（
角
）

の
よ
う
に
、
釈
読
に
係
る
と
見
ら
れ
る
書
入
れ
が
あ
る
。

［
校
異
］

⑳
弥
勘
菩
薩
所
問
経
論
巻
第
二
（
初
離
高
麗
版
）
に
、
経
本
文
の
校
合
し
た
漢

字
と
見
ら
れ
る
書
入
れ
が
角
筆
で
傍
書
さ
れ
て
い
る
。

「
†
二
角
）

不
時
功
徳

「・」（角）

「
功
」
　
の
左
傍
に
角
筆
で
「
・
」
を
施
し
、
右
傍
に
注
記
し
て
い
る
。

I
－
2
角
筆
の
ロ
訣

⑳
瑜
伽
師
地
論
巻
第
八
・
由
同
巻
第
五
・
⑳
同
巻
第
三
（
初
離
高
麗
版
）
に
角
筆

で
書
入
れ
ら
れ
た
口
訣
の
十
八
種
を
、
南
教
授
が
原
漢
字
（
う
ち
二
字
は
原
漢
字

が
未
詳
）
と
共
に
挙
げ
て
い
ら
れ
る
（
1
0
）
。
こ
の
口
決
を
原
漢
字
と
の
関
係
で
見

る
と
、
漢
字
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
　
（
真
仮
名
体
）
と
、
漢
字
の
草
体
を
更
に

略
化
し
た
も
の
　
（
草
書
略
化
体
）
と
、
漢
字
の
筆
画
を
省
い
た
も
の
　
（
省
画
体
）

と
が
あ
る
。
こ
の
類
別
に
よ
り
、
南
教
授
の
教
示
に
基
づ
き
若
干
の
口
訣
と
そ
の

使
用
例
を
示
す
。

［
真
仮
名
体
］



乙
（
原
漢
字
「
乙
」
。
助
詞
「
を
」
を
表
す
）

r
乙
」
（
角
）

能
令
衆
生
　
楽
着
種
種
妙
欲
塵
故
諭
蕃
第
八
）

r
乙
二
角
）

接
受
正
法
　
故
（
⑳
巻
第
八
）

中
（
原
漢
字
「
以
」
。
「
も
っ
て
」
を
表
す
）

「
き
（
3

為
他
因
縁
亦
能
変
化
故
（
曾
第
五
）

「
ウ
（
亀

有
姪
欲
男
女
展
樽
二
二
交
合
　
不
溶
流
出
（
⑳
巻
第
五
）

［
草
書
略
化
体
］

十
（
原
漢
字
「
中
」
。
助
詞
「
に
」
を
表
す
）

「十」（色

能
令
郡
悪
名
称
流
布
十
方
　
　
（
⑳
巻
第
八
）

r
十
」
（
角
）

於
一
境
界
事
　
有
ホ
所
　
　
（
⑳
巻
第
三
）

［
省
画
体
］

1
（
原
漢
字
「
隠
」
の
阜
偏
の
初
画
。
助
詞
「
は
」
を
表
す
）

r
l
」
（
角
）

此
諸
　
顕
能
殺
生
補
特
伽
羅
相
（
向
暑
第
八
）

r
ユ
（
角
）

又
堆
無
常
法
　
為
元
常
法
因
然
輿
他
性
為
因
（
向
暑
第
五
）

・
ワ
（
原
漢
字
「
衣
」
の
初
二
画
。
助
詞
「
に
」
を
表
す
）

丁
ご
（
角
）

他
　
所
化
欲
塵
為
富
貴
自
在
故
（
⑳
巷
第
五
）

丁
つ
」
（
色

由
染
汗
及
善
意
微
力
　
所
引
故
（
◎
巻
第
三
）

右
は
、
十
一
世
紀
の
加
点
と
さ
れ
る
（
1
1
〉
口
訣
の
例
で
あ
る
が
、
十
五
世
紀
以
降

の
刊
本
に
も
、
角
筆
で
口
訣
を
書
入
れ
た
も
の
が
あ
る
。
次
の
諸
文
献
で
あ
る
。

⑥
地
蔵
菩
薩
本
願
経
（
薙
正
八
年
二
七
三
〇
刊
）
に
、

∫
（
色

仁
者
阿
錬
園
之
内
有
如
是
（
巻
中
、
二
丁
表
7
行
）

と
あ
る
。
角
筆
で
書
入
れ
た
「
j
二
叫
）
は
、
原
漢
字
「
良
」
の
草
書
略
化
体
で
、

康
副
教
授
の
教
示
に
よ
る
と
、
呼
び
掛
け
の
「
よ
」
を
表
し
て
い
る
。

⑳
論
語
集
註
大
全
巻
之
九
（
十
五
世
紀
前
半
刊
）
に
も
、

「
ヌ
」
（
角
）

惜
其
不
以
一
幸
　
得
名
於
世
（
二
丁
表
1
0
行
）

が
あ
る
。
角
筆
で
書
入
れ
た
「
ヌ
」
（
呈
）
は
、
原
漢
字
「
奴
」
の
省
画
体
で
、
「
も

っ
て
」
　
の
意
を
表
す
と
、
南
教
授
の
教
示
を
得
た
。

由
近
思
録
（
正
統
元
年
二
匹
三
六
刊
）
に
も

「
シ
」
（
合

一
用
於
此
非
惟
　
徒
塵
（
巻
之
十
三
、
三
丁
表
6
行
）

が
あ
る
。
「
シ
」
（
小
）
は
、
原
漢
字
「
沙
」
の
省
画
体
で
、
「
只
」
の
意
の
強
調
を

表
す
と
南
教
授
か
ら
教
示
さ
れ
た
。

命
裁
初
心
学
人
文
（
隆
慶
四
年
二
五
七
〇
刊
）
に
も
、

r
l
」
（
角
）
　
　
　
　
r
ヒ
こ
（
角
、
墨
9

其
九
　
勿
説
他
人
過
失
　
　
　
　
　
　
（
十
四
丁
表
7
行
）

が
あ
る
。
「
1
」
は
瑜
伽
師
地
論
に
例
示
し
た
口
訣
で
あ
る
。
「
ヒ
・
」
（
u
ヰ
）
は

「
尼
羅
」
の
省
画
体
で
、
「
で
あ
る
」
の
意
を
表
す
と
教
示
さ
れ
た
。
角
筆
で
書
か

れ
、
墨
書
が
重
ね
書
し
て
い
る
。

遡
っ
て
、
李
田
京
氏
か
ら
教
示
さ
れ
あ
妙
法
蓮
華
経
巻
第
一
（
角
箪
点
は
十

二
世
紀
以
前
と
さ
れ
る
）
（
望
に
も
、
李
氏
の
摘
記
に
よ
る
と
、

「
り
」
（
角
）

阿
修
羅
衆
中
而
宣
此
　
言
如
来

が
あ
る
。
角
筆
の
「
り
」
は
、
亦
（
盟
の
省
画
体
で
あ
り
、
助
詞
「
が
」
（
日
本

の
古
代
話
の
「
い
」
に
当
る
）
を
表
す
。
こ
の
口
訣
は
、
瑜
伽
師
地
論
（
初
離
高

麗
版
）
　
に
も
、



J
J
（
角
）

不
寂
静
行
　
相
続
而
樽
（
⑳
巻
第
八
）

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

l
－
3
　
角
筆
の
ハ
ン
グ
ル

ハ
ン
グ
ル
を
・
角
筆
で
書
入
れ
た
文
献
も
見
出
さ
れ
た
。
李
朝
世
宗
二
十
八
年

（
一
四
四
六
）
に
ハ
ン
グ
ル
が
公
布
さ
れ
た
以
後
の
書
入
れ
に
な
る
の
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
⑲
妙
法
蓮
華
経
巻
第
二
十
五
世
紀
後
半
刊
）
（
曇
に
は
、
序
晶
第

一
の
全
品
と
・
方
便
晶
第
二
の
末
尾
の
一
部
と
に
、
角
筆
で
ハ
ン
グ
ル
が
二
十
数

箇
所
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
角
筆
の
ハ
ン
グ
ル
は
、
経
本
文
の
漢
字
の
字
音
を
注

音
す
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

r
牛
」
（
色
　
　
　
　
r
留
」
（
色

受
報
好
醜
　
於
此
悉
見
／
演
説
経
典
微
妙
第
一

（
序
晶
、
十
丁
表
3
～
4
行
）

r
O
l
」
（
角
）

出
柔
鼻
音
（
序
晶
、
十
丁
表
5
行
）

「
朴
‥
口
山
口
山
」
（
角
）

碑
穣
礪
硝
金
剛
諸
珍
「
芝
（
角
）
　
（
序
晶
、
十
一
丁
表
4
行
）

r
叫
」
（
色

往
詣
彿
所
（
序
品
、
十
一
丁
裏
5
行
）

「
司
」
（
色
　
　
　
　
　
　
r
望
」
（
色

而
筆
法
鼓
（
中
略
）
寂
然
宴
然
（
序
晶
、
十
二
丁
裏
3
行
）

r
車
」
（
色

往
忍
辱
力
（
序
品
、
十
三
丁
表
2
行
）

「
列
」
（
角
）

及
癖
春
属
（
序
晶
、
十
三
丁
表
4
行
）

「
列
」
（
角
）

香
華
伎
楽
常
以
供
養
（
序
晶
、
十
四
丁
裏
3
行
）

「田」（角）

厳
飾
塔
廟
　
　
　
（
序
品
、
十
四
丁
裏
4
行
）

「
甘
T
」
（
角
）

其
華
関
数
　
　
（
序
品
、
十
四
丁
裏
5
行
）
　
（
角
筆
の
上
に
墨
書
口
訣
を
重
ね
書

す
る
）

ア
魯
」
（
色

其
語
巧
妙
純
　
一
無
雑
（
序
晶
、
十
六
丁
裏
4
行
）

為
求
辟
支
傭
者
（
序
晶
、
十
七
丁
表
1
行
）

「剤」（色

「
剖
ど
（
角
）

安
慰
無
量
衆
（
序
晶
、
二
十
五
丁
裏
3
行
）

「
正
▲
」
（
角
）

汝
等
勿
憂
怖
　
　
（
序
晶
、
二
十
五
丁
裏
4
行
）
　
（
角
筆
の
上
に
墨
書
口
訣
を
重

ね
書
す
る
）

天
声
（
角
）

相
継
得
成
傭
（
序
晶
、
二
十
六
丁
裏
2
行
）

多
運
族
姓
家
　
棄
捨
所
習
踊
（
序
晶
、
二
十
七
丁
表
1
行
）

芸
三
色
l
　
頑
」
（
色

「別」（色

借
復
加
精
進
（
序
品
、
二
十
七
丁
表
3
行
）
　
（
「
借
」
に
角
筆
の
節
博
士
あ
り
）

r引」（角）

癖
忘
不
通
利
（
序
晶
、
二
十
七
丁
表
2
行
）

「
刺
し
（
色

r
叫
」
（
色
（
改
）

礪
硝
　
改
腎
瑠
璃
珠
（
方
便
品
、
五
十
丁
裏
1
行
）



「
ガ
レ
卦
」
（
合

板
瓦
泥
土
等
芳
便
晶
、
五
十
丁
裏
3
行
）

角
筆
の
ハ
ン
グ
ル
の
他
に
、
墨
書
の
ロ
訣
も
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
墨
書
の

口
訣
は
、
南
教
授
の
教
示
に
よ
る
と
、
十
五
世
紀
後
半
か
十
六
世
紀
初
の
書
入
れ

と
い
う
。
墨
書
の
口
訣
は
、
角
筆
の
ハ
ン
グ
ル
が
書
か
れ
た
上
に
重
ね
毒
し
た
所

が
あ
る
か
ら
、
角
筆
の
ハ
ン
グ
ル
が
書
か
れ
た
の
は
、
そ
れ
以
前
と
な
る
。
さ
す

れ
ば
・
仏
典
の
妙
法
蓮
華
経
の
読
踊
音
を
通
し
て
、
当
時
の
朝
鮮
漢
字
音
を
知
る

具
体
的
な
資
料
と
な
る
。
特
に
角
筆
で
表
さ
れ
た
文
字
に
は
、
墨
書
の
文
字
よ
り

も
早
く
音
変
化
が
現
れ
る
こ
と
が
、
日
本
の
角
筆
文
献
に
は
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
1
4
首
筆
の
文
字
が
凹
み
で
書
か
れ
る
た
め
に
表
記
規
範
に
必
ず
し
も
拘
束
さ
れ

な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
も
配
慮
し
て
、
角
筆
の
ハ
ン
グ
ル
を
朝
鮮
漢
字

青
史
の
資
料
と
し
て
扱
う
必
要
が
あ
る
。

Ⅱ
角
筆
の
符
号

角
筆
で
書
入
れ
ら
れ
た
符
号
に
は
、
〔
1
〕
ヲ
コ
ト
点
、
〔
2
〕
返
読
符
、
〔
3
〕

句
切
符
、
〔
4
〕
合
符
、
〔
5
〕
声
調
符
、
〔
6
〕
節
博
士
、
及
び
〔
7
〕
注
示
符

が
見
出
さ
れ
た
。

Ⅱ
－
1
　
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点

角
筆
で
施
さ
れ
た
ヲ
コ
ト
点
に
は
、
異
な
る
複
数
の
系
統
が
認
め
ら
れ
る
。
こ

こ
で
は
、
先
ず
、
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
が
全
巻
に
わ
た
っ
て
施
さ
れ
、
且
つ
、
移
点

資
料
（
1
5
）
と
写
真
と
で
検
証
す
る
こ
と
の
出
来
る
、
瑜
伽
師
地
論
（
初
離
高
麗
版
）

の
ヲ
コ
ト
点
（
A
種
と
す
る
）
と
・
大
方
広
仏
華
厳
経
（
新
訳
二
十
一
世
紀
後

半
刊
）
の
ヲ
コ
ト
点
盲
種
と
す
る
）
と
を
取
上
げ
る
。

A
種
⑳
瑜
伽
師
地
論
巻
第
八
　
誠
庵
古
書
博
物
館
蔵

⑳
瑜
伽
師
地
論
巻
第
五
　
同
右
蔵

由
斎
伽
師
地
論
巻
第
三
　
湖
林
博
物
館
蔵

B
種
＠
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
二
十
二
　
誠
庵
古
書
博
物
館
蔵

⑳
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
五
十
七
　
同
右
蔵

⑳
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
六
［
国
宝
］
　
同
右
蔵

⑳
六
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
三
十
四
　
湖
林
博
物
館
蔵

B
種
に
は
、
他
に
、
⑬
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
三
十
六
（
誠
庵
古
書
博
物
館
蔵
）

が
あ
る
が
、
筆
者
未
見
で
あ
る
。

受
夢
の
瑜
伽
師
地
論
は
、
三
本
と
も
ヲ
コ
ト
点
は
同
一
形
式
で
あ
り
、
第
一

図
の
よ
う
に
帰
納
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
◎
紺
南
砂
の
大
方
広
仏
華
厳
経

は
、
四
本
と
も
ヲ
コ
ト
点
が
同
一
形
式
で
、
第
二
図
の
よ
う
に
帰
納
せ
ら
れ
る
が
、

瑜
伽
師
地
論
の
ヲ
コ
ト
点
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
相
異
な
る
二
つ
の
系
統
の
ヲ
コ

ト
点
の
使
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

第
一
図
、
第
二
図
と
も
、
ヲ
コ
ト
点
は
南
教
授
が
解
読
さ
れ
た
所
に
依
拠
し
て

い
る
（
空
。
各
ヲ
コ
ト
点
に
付
さ
れ
た
口
訣
が
こ
れ
で
あ
る
。
そ
の
昔
（
［
　
］

内
の
ロ
ー
マ
字
）
と
日
本
語
訳
（
片
仮
名
と
文
法
機
能
注
記
）
は
ダ
助
教
授
の

教
示
に
依
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
「
ガ
（
±
」
」
「
デ
ア
ル
（
｝
マ
音
）
」
の
よ
う

に
、
卑
見
を
（
　
）
に
入
れ
て
添
え
た
所
が
あ
る
（
1
7
）
。
又
、
新
た
に
卑
見
を

（
　
）
で
加
え
た
所
も
あ
る
（
1
8
）
。
ヲ
コ
ト
点
の
壷
の
配
列
の
順
序
も
、
卑
見

に
よ
り
、
星
点
「
・
」
の
次
に
、
複
星
点
「
＝
」
「
‥
」
「
，
・
」
「
．
，
」
を
配
し
、

そ
の
次
に
短
線
「
一
」
「
－
」
「
＼
「
／
」
を
置
き
、
そ
の
後
に
短
線
と
点
と
を

組
合
せ
た
「
T
L
「
÷
「
↓
」
「
1
．
」
「
＼
」
「
＼
」
「
／
」
「
了
」
「
ご
を
配
す

る
（
1
9
）
　
こ
と
に
し
た
。

こ
の
第
一
図
の
瑜
伽
師
地
論
の
ヲ
コ
ト
点
図
（
A
種
）
と
第
二
図
の
大
方
広

仏
華
厳
経
の
ヲ
コ
ト
点
図
（
B
種
）
と
か
ら
、
次
の
諸
事
項
が
知
ら
れ
る
。

一
、
韓
国
に
お
い
て
、
経
典
の
漢
文
を
釈
読
す
る
に
当
り
、
ヲ
コ
ト
点
が
曽
て

使
わ
れ
た
。
そ
の
ヲ
コ
ト
点
は
、
漢
文
で
は
表
さ
れ
て
い
な
い
助
辞
類
や

四
九
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文
法
機
能
な
ど
を
朝
鮮
語
で
表
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
生
物
に
付
く
助
詞

「
ノ
」
（
、
つ
雷
］
）
と
、
無
生
物
に
付
く
助
詞
「
ノ
」
（
七
［
S
］
）
と
を
位

置
（
A
種
）
　
又
は
位
置
と
符
号
（
B
種
）
　
の
違
い
に
よ
っ
て
区
別
し
て
い

る
。

二
、
A
種
と
B
種
と
は
、
ヲ
コ
ト
点
の
形
式
を
異
に
し
て
い
る
。
韓
国
に
お
い

て
、
複
数
の
異
な
っ
た
系
統
（
翌
の
ヲ
コ
ト
点
の
存
在
し
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

三
、
A
種
も
B
種
も
、
前
述
の
よ
う
に
、
星
点
　
「
・
」
　
の
次
に
、
星
点
を
二
つ

並
べ
た
複
星
点
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
‥
」
　
「
‥
」
だ
け
で
な
く
、

「
．
．
」
　
「
．
，
」
も
多
用
さ
れ
て
い
る
。

四
、
短
線
の
形
態
は
、
瑜
伽
師
地
論
（
A
種
）
　
で
見
る
と
、
複
星
点
を
先
ず
打

ち
こ
れ
を
繋
い
で
線
に
し
た
形
の
「
ご
「
I
L
「
＼
」
「
／
」
が
少
な
か
ら

ず
存
す
る
。
中
に
は
、
下
辺
中
の
　
「
I
」
　
と
　
「
‥
」
　
の
よ
う
に
、
同
一
の

機
能
を
示
す
も
の
も
あ
る
（
2
1
）
。
こ
れ
は
、
複
星
点
・
の
二
点
を
繋
い
で
短
線

の
符
号
を
作
り
加
え
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。

五
、
点
と
線
と
だ
け
で
は
符
号
の
形
が
不
足
す
る
場
合
は
、
点
と
短
線
と
を
組

合
せ
た
「
T
L
「
・
一
」
　
「
↓
」
　
「
卜
」
　
「
＼
」
　
「
＼
」
「
／
」
　
「
・
－
」
　
「
ご
等
を

用
い
加
え
て
い
る
。
日
本
の
ヲ
コ
ト
点
図
に
用
い
ら
れ
る
鈎
「
「
」
　
「
し
」

や
、
丸
「
O
」
や
、
弧
「
（
」
　
「
）
」
や
、
「
十
」
等
の
符
号
は
、
十
一
世
紀

の
瑜
伽
師
地
論
（
A
種
）
　
と
大
方
広
仏
華
厳
経
（
B
種
）
　
に
は
見
ら
れ
な

い
（
鬱
。

六
、
ヲ
コ
ト
点
図
の
符
号
の
構
成
の
仕
方
と
し
て
は
、
星
点
「
・
」
　
を
基
本
と

し
、
こ
れ
を
二
つ
並
べ
た
複
星
点
を
作
り
、
複
星
点
を
繋
い
で
短
線
を
作

り
、
更
に
点
と
短
線
を
組
合
せ
て
変
形
し
た
符
号
を
作
り
出
し
て
用
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

五
二

七
、
ヲ
コ
ト
点
を
施
す
位
置
は
、
漢
字
の
字
面
の
四
隅
・
四
辺
で
は
な
く
て
、

四
隅
・
四
辺
の
内
側
や
外
側
で
あ
る
。
星
点
図
で
示
す
と
、

の
よ
う
で
あ
る
。
星
点
だ
け
で
な
く
、
他
の
複
星
点
や
短
線
や
点
と
線
の
組

合
せ
の
符
号
も
同
様
で
あ
る
（
翌
。
但
し
、
実
際
の
加
点
に
当
っ
て
は
位
置

の
ず
れ
た
場
合
も
あ
り
、
四
隅
・
四
辺
に
懸
る
場
合
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ

は
、
右
抱
の
位
置
が
実
際
の
加
点
に
当
っ
て
ず
れ
た
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
考

え
ら
れ
る
。

日
本
の
ヲ
コ
ト
点
は
、
漠
字
面
の
四
隅
や
四
辺
の
上
に
施
さ
れ
る
の
が
一

般
で
あ
る
。
但
し
、
宝
瞳
院
点
の
星
点
図
は
四
隅
・
四
辺
の
内
側
に
も
施
さ

れ
る
が
、
宝
瞳
院
点
が
複
星
点
の
特
に
「
㌧
」
「
．
．
」
を
も
用
い
る
こ
と
と
併

せ
て
、
韓
国
の
ヲ
コ
ト
点
と
宝
瞳
院
点
の
関
連
を
考
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
る

（
2
4
）
。
．
日
本
の
ヲ
コ
ト
点
が
漠
字
面
の
四
隅
・
四
辺
に
施
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、

韓
国
の
ヲ
コ
ト
点
が
漠
字
面
の
四
隅
・
四
辺
の
内
側
や
外
側
に
施
さ
れ
る
の

は
、
用
具
と
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
日
本
の
ヲ
コ
ト
点
が
毛

筆
に
よ
る
白
点
や
失
点
を
施
す
の
に
対
し
て
、
右
掲
の
韓
国
の
ヲ
コ
ト
点
は
、

角
筆
に
よ
る
細
小
の
点
や
短
線
で
施
さ
れ
て
い
る
。
毛
筆
に
よ
る
加
点
で
は
、

漢
字
（
特
に
画
数
の
少
な
い
漢
字
を
例
と
し
て
見
る
と
分
り
易
い
）
を
、
右

掲
の
星
点
図
の
よ
う
に
二
十
一
区
分
し
て
使
い
分
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ

う
。
韓
国
で
も
、
墨
書
で
十
四
世
紀
に
施
さ
れ
た
「
法
華
経
巻
第
七
」
で
は
、

南
教
授
の
解
読
さ
れ
た
点
図
に
よ
る
と
（
翌
、
星
点
・
複
星
点
・
短
線
等
が



総
て
、
漠
字
面
の
四
辺
の
外
側
に
だ
け
施
さ
れ
て
い
て
、
内
側
に
施
さ
れ
て

い
な
い
の
が
参
考
に
な
る
。

八
、
角
筆
で
書
い
た
点
図
が
、
上
欄
外
に
、
A
種
の
瑜
伽
師
地
論
に
も
、
B
種

の
大
方
広
仏
華
厳
経
に
も
、
記
入
さ
れ
て
い
る
。

◎□／
⑲
□
＼

三
瑜
伽
師
地
論
巻
第
八
、
第
十
張
、
上
欄

（
角
筆
の
凹
み
の
上
を
、
墨
筆
で
重
ね
書
）

瑜
伽
師
地
論
巻
第
五
、
第
五
張
、
上
欄

（
角
筆
の
凹
み
の
み
で
、
墨
筆
の
重
ね
書
は
な

い
）

◎
は
、
本
文
「
容
可
出
離
」

大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
三
十
四
、
第
十
張
、
上

欄
（
角
筆
の
凹
み
の
み
で
、
墨
筆
の
重
ね
書

は
な
い
）

○
（
墨
）

の
「
離
」
（
亨
）
に
対
す
る
別
の
ヲ
コ
ト
点
法

○
　
（
墨
）

を
示
し
、
◎
は
本
文
「
名
為
常
楽
」
の
「
楽
」
（
加
点
な
し
）
に
対
す
る
加
点

ロ
（
角
）

し
た
釈
託
を
示
し
、
の
ほ
本
文
「
何
況
資
財
」
の
「
財
」
（
肇
）
に
対
す
る
別

の
ヲ
コ
ト
点
法
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
本
文
に
対
し
て
、
異
な
る

釈
読
が
あ
り
、
そ
れ
を
異
な
る
ヲ
コ
ト
点
法
で
示
し
た
と
見
ら
れ
る
（
翌
。

右
掲
の
一
～
八
の
事
項
は
、
瑜
伽
師
地
論
（
A
種
）
と
大
方
広
仏
華
厳
経
（
B

種
）
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
韓
国
に
お
い
て
、
他
の
異
な
っ
た
ヲ
コ
ト

点
が
少
な
く
と
も
三
種
は
知
ら
れ
る
。
第
一
は
、
先
掲
の
⑳
妙
法
蓮
華
経
巻
第

二
十
二
世
紀
以
前
）
で
あ
り
、
第
二
は
、
右
に
言
及
し
た
墨
書
加
点
の
法
華
経

巻
第
七
（
十
四
世
紀
）
で
あ
り
（
害
、
第
三
は
、
曾
見
毘
婆
沙
律
巻
第
九
（
初

離
高
麗
版
、
誠
庵
古
書
博
物
館
蔵
）
　
の
角
筆
で
施
さ
れ
た
ヲ
コ
ト
点
で
あ
る
。

第
三
の
善
見
毘
婆
沙
律
巻
第
九
は
、
ヲ
コ
ト
点
が
全
巻
に
は
施
さ
れ
ず
、
散
在

す
．
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ヲ
コ
ト
点
法
は
又
別
種
で
あ
る
（
2
8
）
。

こ
れ
ら
も
亦
、
ヲ
コ
ト
点
を
施
す
位
置
が
四
隅
・
四
辺
で
な
く
そ
の
内
側
や

外
側
で
あ
る
こ
と
、
複
星
点
を
用
い
る
こ
と
に
お
い
て
、
共
通
し
て
い
る
。

更
に
、
多
種
の
ヲ
コ
ト
点
資
料
の
見
出
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

Ⅱ
－
2
　
角
筆
の
返
読
符

角
筆
で
書
入
れ
ら
れ
た
返
読
符
が
、
先
ず
、
十
一
世
紀
の
瑜
伽
師
地
論
の
命
巻

第
八
・
⑳
巻
第
五
・
⑳
巻
第
三
と
、
大
方
広
仏
華
厳
経
の
由
等
第
二
十
二
ゐ
巻

第
五
十
七
・
向
暑
第
六
・
⑳
巻
第
三
十
四
と
に
見
ら
れ
る
。
符
号
に
は
・
次
の

【
1
］
～
［
6
］
が
認
め
ら
れ
る
。

［
1
］
返
読
す
る
最
初
の
漢
字
の
左
下
隅
か
ら
起
筆
し
て
、
字
の
左
傍
に
わ
た

っ
て
長
く
施
す
。
字
の
左
傍
か
ら
起
筆
す
る
こ
と
も
あ
る
。

□
□
□
田
6
）
伝
）

［
2
］
返
託
す
る
最
初
の
漢
字
の
右
肩
又
は
字
の
右
傍
か
ら
起
筆
し
て
長
く
施

す
。〓

〓
二
三
（
つ
〓

［
3
］
返
読
を
受
け
る
漢
字
に
だ
け
弧
（
漢
字
面
上
か
ら
「
ヽ
－
」
を
書
く
）

を
施
す
。

五
三



三
〓
〓

［
4
〕
返
読
を
受
け
る
漢
字
二
字
に
そ
れ
ぞ
れ
弧
「
ヽ
」
を
施
し
て
二
度
返

託
す
る
こ
と
を
示
す
。
α
か
ら
β
に
返
託
す
る
場
合
と
、
α
か
ら
下
の
漢
字
に

続
き
、
そ
こ
か
ら
β
に
返
読
す
る
場
合
と
が
あ
る
。

漏
己
□

［
5
］
二
字
熟
字
の
合
符
と
返
託
と
を
兼
用
す
る
弧
を
施
す
。

一
L
」
主
．
∵
≡

［
6
］
返
託
す
る
最
初
の
漢
字
の
左
傍
下
寄
り
に
星
点
「
・
」
を
施
す
。

□
□
□
□°

・

次
に
、
十
八
世
紀
の
⑥
地
蔵
菩
薩
本
願
経
（
宛
正
八
年
・
一
七
三
〇
刊
）
　
で
は
、

角
筆
の
星
点
を
、
返
読
す
る
最
初
の
漢
字
の
左
下
に
施
し
て
い
る
。

［
〓
］
□
□

°

以
下
、
各
符
号
に
つ
い
て
例
示
す
る
。

【
1
］
と
［
2
］
と
は
、
瑜
伽
師
地
論
に
も
大
方
広
仏
華
厳
経
に
も
用
い
ら
れ

て
い
る
が
、
散
在
す
る
程
度
で
あ
り
、
使
用
例
は
少
な
い
。
［
1
］
の
例
は
次
の

よ
う
で
あ
る
。

樹
等
外
物
亦
有
仕
に
W
　
（
瑜
伽
師
地
論
巻
第
八
）

急
諸
天
為
自
伝
故
　
（
瑜
伽
師
地
論
巻
第
五
）

化
為
－
豚
悔
非
牒
施
　
（
瑜
伽
師
地
論
巻
第
五
）

昔
有
如
来
l
l
無
毎
月
　
（
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
二
十
二
〉

－
切
法
平
等
為
所
住
虎
得
授
l
記
匝
故
〈
同
巻
第
五
十
七
）

大
方
広
仏
華
厳
経
は
、
瑜
伽
師
地
論
よ
り
も
例
が
少
な
く
、
起
筆
位
置
が
漢
字

の
左
下
の
や
や
内
寄
り
で
あ
る
。

［
2
］
の
例
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ノ

復
次
白
晶
一
切
御
前
　
（
瑜
伽
師
地
論
巻
第
八
）

ノ

無
有
便
積
　
（
瑜
伽
師
地
論
巻
第
五
）

正
行
清
浄
軋
評
行
故
　
（
瑜
伽
師
地
論
巻
第
八
）

観
衆
生
心
乱
射
　
（
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
二
十
二
）

業
行
刑
厨
現
於
世
間
（
同
巻
第
二
十
二
）

未
浬
盤
者
令
軋
酎
好
（
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
五
十
七
）

［
3
］
［
4
］
［
5
］
の
、
弧
を
返
講
に
用
い
る
の
は
、
瑜
伽
師
地
論
に
見
ら
れ



る
。
［
3
］
の
返
託
を
受
け
る
漢
字
に
弧
を
施
す
の
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

於
他
揚
物
軋
叫
欲
楽
（
瑜
伽
師
地
論
巻
第
八
）

此
二
托
乳
叫
信
清
淳
（
瑜
伽
師
地
論
巻
第
八
）

若
男
於
女
不
粗
京
欲
（
瑜
伽
師
地
論
巻
第
五
）

へ
彼

l
諸
天
為
自
伝
故
（
瑜
伽
師
地
論
巻
第
五
〉

［
4
〕
の
返
読
を
受
け
る
漢
字
二
字
に
そ
れ
ぞ
れ
弧
を
施
し
て
二
度
返
託
す
る

こ
と
を
示
す
の
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

立
如
是
論
者
此
乳
彗
私
書
所
説
義
（
瑜
伽
師
地
論
巻
第
八
）

耳
叫
射
手
鮪
等
方
便
而
嵐
示
浮
故
（
瑜
伽
師
地
論
巻
第
八
）

由
他
所
事
へ
叫
が
害
（
瑜
伽
師
地
論
巻
第
五
）

へ
邸
耐
後
世
大
苦
者
（
瑜
伽
師
地
論
巻
第
五
）

［
5
］
の
熟
字
の
合
符
と
返
読
と
を
兼
用
す
る
弧
を
施
す
の
は
次
の
よ
う
な
例

で
あ
る
。
他
の
例
は
合
符
の
項
に
挙
げ
る
。

叫
－
粁
l
乳
可
善
大
夫
邪
教
故
（
瑜
伽
師
地
論
巻
第
八
）

瑜
伽
師
地
論
で
は
、
［
3
〓
4
〓
5
］
の
弧
を
返
託
に
用
い
る
こ
と
が
多
く
見
ら

れ
る
。
但
し
、
返
託
す
る
箇
所
に
常
に
施
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
必
要
に
応

じ
て
施
さ
れ
て
い
る
。

［
6
］
の
、
返
読
す
る
最
初
の
漢
字
の
左
傍
下
寄
り
に
星
点
「
・
」
を
施
す
の

は
、
大
方
広
仏
華
厳
経
に
見
ら
れ
る
。

百

萬

億

賓

門

垂

布

理

啓

百

萬

億

金

鈴

出

妙

音

撃

（
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
二
十
二
）

以

妙

音

響

演

無

量

法

捷

衆

生

意

悉

令

満

足

＿

（
同
巻
第
二
十
二
）

知
諸
衆
生
死
此
生
彼
故
　
（
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
五
十
七
）

龍
王
奮
迅
興
大
法
密
雲
．
耀
解
脱
電
光
・
廣
如
貪
義
雷
・

°

　

　

　

　

　

　

　

　

．

　

　

　

　

　

　

　

　

．

（
同
巻
第
五
十
七
）

角
筆
の
星
点
「
・
」
を
、
返
読
す
る
最
初
の
漢
字
の
左
下
に
施
す
の
は
⑥
地

蔵
菩
薩
本
願
経
（
一
七
三
〇
刊
）
に
、
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

諸

衆

生

等

伊

臨

命

終

日

．

圧

得

聞

一

仏

名

一

菩

薩

名

（
巻
中
、
十
四
丁
裏
5
行
）

Ⅱ
－
3
　
角
筆
の
句
切
符

角
筆
で
書
入
れ
た
句
切
符
に
は
、
（
i
）
星
点
「
・
」
に
よ
る
も
の
、
（
‥
皿
）
横

線
に
よ
る
も
の
、
（
…
m
）
　
「
＜
」
　
「
＞
」
符
に
よ
る
も
の
、
が
あ
る
。

（
1
）
角
筆
の
星
点
「
・
」
　
に
よ
る
句
切

先
ず
、
十
一
世
紀
の
瑜
伽
師
地
論
の
⑳
巻
第
八
・
⑳
巻
第
五
・
⑳
巻
第
三
と
、

大
方
広
仏
華
厳
経
の
◎
巻
第
二
十
二
・
◎
巻
第
五
十
七
・
⑳
巻
第
六
・
⑳
巻
第

三
十
四
と
で
は
、
句
切
を
示
す
の
に
、
角
筆
の
星
点
「
・
」
を
用
い
、
共
に
施

す
位
置
の
違
い
で
句
点
と
読
点
と
を
区
別
し
て
使
い
分
け
て
い
る
。

そ
の
句
点
と
読
点
と
が
、
瑜
伽
師
地
論
と
大
方
広
仏
華
厳
経
と
で
異
な
っ
て

い
る
。
即
ち
、
瑜
伽
師
地
論
で
は
、
ヲ
コ
ト
点
図
の
第
一
図
に
示
し
た
よ
う
に
、

漢
字
の
右
下
隅
の
外
側
で
筆
画
に
接
近
し
た
箇
所
に
「
・
」
を
施
し
て
句
点
（
文

末
）
と
し
、
漢
字
の
下
中
辺
の
外
側
に
「
・
」
を
施
し
て
読
点
（
文
節
末
）
と

五
五



し
て
い
る
。

［
句
点
］

〓
二
こ

復
次
諸
邪
見
者
者
此
是
絶
句
　
（
瑜
伽
師
地
論
巻
第
八
）

諸
有
情
若
男
於
女
不
起
女
乳
若
女
於
男
不
起
男
欲
．
（
同
巻
第
五
）

但
し
、
副
詞
「
能
」
に
も
次
の
よ
う
に
同
じ
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。

此
中
能
　
和
合
苦
故
名
・
為
結
・
（
瑜
伽
師
地
論
巻
第
八
）

副
詞
「
能
」
は
「
能
か
」
と
し
て
用
い
ら
れ
、
「
タ
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
近
接
し
た

位
置
に
あ
る
の
で
、
移
点
に
お
け
る
誤
点
の
．
可
能
性
が
あ
る
（
琶

［
読
点
］三

種
守
護
一
尊
重
・
至
親
・
春
属
・
自
己
・
之
所
守
肇
云
・
執
理

家
・
之
所
守
護
　
（
瑜
伽
師
地
論
巻
第
八
）

於
邪
畢
罪
時
・
有
玉
穂
　
（
同
巻
第
八
）

二
菩
提
資
糧
・
到
彼
岸
・
方
便
．
（
瑜
伽
師
地
論
巻
第
五
）

こ
れ
に
対
し
て
、
大
方
広
仏
華
厳
経
で
は
、
ヲ
コ
ト
点
図
の
第
二
図
に
示
し
た

よ
う
に
、
漢
字
の
左
下
隅
の
外
側
で
筆
画
に
接
近
し
た
箇
所
に
「
・
」
を
施
し

て
句
点
（
文
末
）
と
し
（
翌
、
漢
字
の
下
中
辺
の
外
側
に
「
・
」
を
施
し
て
読

点
（
文
節
未
）
　
と
し
て
い
る
。

［
句
点
］為

欲
調
伏
諸
衆
生
故
．
開
示
如
来
大
威
徳
故
，
（
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第

二
十
二
）

菩
薩
集
助
道
型
切
衆
生
一
切
剰
一
切
惟
二
切
劫
亦
無
量
，
（
大
方
広
仏
華

五
六

厳
経
巻
第
五
十
七
）

［
読
点
］爾

時
・
如
来
大
悲
普
覆
示
一
切
智
所
有
荘
厳
（
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
二

十
二
）

如
是
儀
則
・
如
是
信
楽
（
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
二
十
二
）

一
切
過
失
皆
永
離
・
故
（
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
五
十
七
）

不
退
樽
心
乃
至
菩
提
・
終
不
息
故
（
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
五
十
七
）

次
に
、
十
八
世
紀
の
⑥
地
蔵
菩
薩
本
顧
経
（
一
七
三
〇
刊
）
で
は
、
角
筆
の
星

点
を
、
漢
字
の
右
下
に
施
し
て
句
点
、
中
下
に
施
し
て
読
点
と
し
て
、
次
の
よ

う
に
用
い
て
い
る
。

［
句
点
］
永
不
復
見
．
欄
（
巻
中
、
十
九
丁
裏
4
行
）

［
読
点
］
闇
浮
衆
生
伊
於
比
・
大
土
庄
有
大
因
縁
誓
巻
中
、
十
一
丁
表
6
行
）

（
‥
n
）
角
筆
の
横
線
に
よ
る
句
切

先
ず
、
十
一
世
紀
の
瑜
伽
師
地
論
と
大
方
広
仏
華
厳
経
に
、
角
筆
で
、
漢
字

の
横
幅
と
同
じ
長
さ
の
横
線
を
施
し
た
例
が
、
少
数
で
あ
る
が
見
ら
れ
る
。

或
葦
用
卦
葦
〈
詔
訊
別
浮
慧
為
讐
瑜
伽
師
地
論
巻
第
八
）

（
角
）
　
　
（
角
）

然
成
変
異
一
方
能
為
因
一
非
未
変
異
（
同
巻
第
五
〉

（角）

離
幻
偽
一
腹
性
質
直
故
（
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
五
十
七
）

第
三
例
で
言
え
ば
「
偽
腹
」
の
よ
う
に
読
ま
ず
下
の
字
に
続
か
な
い
こ
と
を
示

す
用
法
と
見
ら
れ
る
。

次
に
、
角
筆
で
横
短
線
を
漢
字
の
右
下
や
中
下
に
施
し
て
句
切
を
示
す
例
が
、

十
三
世
紀
・
十
六
世
紀
に
見
ら
れ
る
。



十
三
世
紀
の
再
離
高
麗
版
の
⑳
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
六
十
二
一
二
四
五

刊
）
で
は
、
漢
字
の
右
下
に
、
角
筆
で
横
短
線
を
施
し
て
い
る
。

如
是
一
切
諸
国
土
中
－
（
四
丁
裏
3
行
）

菩
薩
大
衆
前
後
園
準
諸
世
間
主
而
（
四
丁
裏
5
行
）

喉
羅
伽
人
非
人
等
諸
宮
殿
中
－
或
在
人
間
村
邑
（
五
丁
表
3
行
）

在
於
種
種
大
衆
命
中
種
種
言
辞
説
種
種
法
茹
此
命
中
（
五
丁
裏
1
行
）

文
中
に
も
文
末
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

十
六
世
紀
の
⑫
稽
念
弼
陀
道
場
像
法
（
一
五
〇
二
刊
）
で
は
、
漢
字
の
中
下

に
、
角
筆
で
横
短
線
を
施
し
て
い
る
。
（
墨
書
口
訣
略
）

各
各
示
現
廣
長
舌
相
－
遍
覆
三
千
／
大
千
世
界
周
匝
園
通
説
誠
諦
言
一
汝

等
有
情
（
三
丁
表
5
～
6
行
）

稀
彿
名
号
分
明
不
乱
l
　
（
四
丁
表
5
行
）

文
中
の
用
法
の
例
が
拾
わ
れ
た
。

（
…
Ⅱ
）
角
筆
の
符
号
「
＜
」
　
「
＞
」
に
よ
る
句
切

先
ず
、
十
一
世
紀
の
妨
離
高
麗
版
に
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑬
阿
毘
曇
毘
婆
沙
論
巻
第
十
二

（角）

有
税
者
本
＜
得
自
在
随
意

性
見
苦
見
集
所
断
一
切
遍
使
有
使
＞
性
／
飴
使
無
使
性
伴
性
見
道
所
断
亦

一
如
是
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
角
）

⑬
舎
利
弗
阿
見
曇
論
巻
第
一

（角）

観
／
見
慧
解
脱
＞
悔
不
悔
悦
喜
心

⑳
貞
元
本
華
厳
経
巻
第
七

於
然
燈
仏
／
所
親
近
承
事
，
修
行
梵
行
共
敬
供
養
開
法

（角）

次
に
、
十
八
世
紀
刊
の
次
の
二
文
献
に
も
角
筆
で
施
さ
れ
て
い
る
。

⑪
因
明
論
（
康
照
五
十
二
年
・
一
七
一
三
刊
）

（角）

是
無
常
有
質
擬
故
＜
故
日
有
倶
不
／
成
　
（
二
十
五
丁
裏
2
行
）

く
　
（
角
）

鹿
林
斯
風
扇
臭

第
二
例
の
　
「
臭
」
　
の
右
傍
に
角
筆
で
書
入
れ
ら
れ
た
「
＜
」
は
口
訣
か
。

⑳
地
蔵
菩
薩
本
願
経
巻
上
、
巻
下
（
嘉
慶
二
年
・
一
七
九
七
刊
）

仏
，
告
普
鷹
合
此
経
伊
〒
略
＝
巻
上
、
十
一
丁
裏
8
行
）

（角）

Ⅱ
－
4
　
角
筆
の
合
符

合
符
は
、
漢
字
二
字
又
は
三
字
以
上
が
一
つ
の
概
念
又
は
一
つ
の
意
味
上
の

纏
り
を
表
す
こ
と
を
示
す
符
号
で
あ
る
。
日
本
の
訓
点
で
は
漢
字
と
漢
字
と
の

間
に
縦
短
線
を
施
す
の
が
一
般
で
あ
る
が
、
初
離
高
麗
版
の
瑜
伽
師
地
論
と
大

方
広
仏
華
厳
経
に
角
筆
で
施
さ
れ
た
合
符
は
、
次
掲
の
よ
う
に
、
当
該
漢
字
の

二
字
又
は
三
字
以
上
の
全
字
の
字
面
上
に
縦
長
線
を
施
し
て
い
る
。
そ
の
位
置

と
形
に
よ
っ
て
次
の
三
種
が
認
め
ら
れ
る
。

a
ロ
⊥
Ⅱ
⊥
Ⅱ
　
（
中
央
の
縦
線
）

b
□
⊥
田
⊥
田
〈
左
寄
り
の
縦
線
）

C
ロ
l
団
ゴ
ロ

先
ず
、
瑜
伽
師
地
論
の
用
例
を
掲
げ
る
。
大
方
広
仏
華
厳
経
に
比
べ
て
多
く

見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

a
の
例

①
名
宝
忘
於
現
⊥
什
丁
廿
工
事
（
巻
第
八
）



平
中
卒
論
者
此
顕
へ
　
酋
申
し
甜
轟
（
巻
第
八
）

妄
語
中
平
借
丁
者
　
（
巻
第
八
）

郁
上
平
A
J
坪
流
布
十
方
　
（
巻
第
八
）

倫
－
盗
（
巻
第
八
）

生
兼
丁
聾
者
謂
劫
丁
盗
　
（
巻
第
八
）

急
で
匁
訂
7
年
布
ヰ
（
巻
第
五
）

△
又
説
有
E
上
智
．
楽
　
（
巻
第
五
）

②
自
然
不
意
丁
静
　
　
（
巻
第
八
）

文
句
可
味
故
へ
㌢
妙
（
巻
第
八
）

b
の
例

能
令
入
衆
へ
叫
が
畏
俸
佃
元
威
（
巻
第
八
）

必
甲
應
相
順
方
能
為
因
　
（
巻
第
五
）

名
非
部
声
国
字
粗
・
．
即
行
故
　
（
巻
第
八
）

C
の
例

観
．
軋
訂
種
取
荘
　
（
巻
第
八
）

謂
由
牢
も
対
善
丈
夫
　
（
巻
第
八
）

五
八

二
訊
鼠
l
封
故
（
巻
第
八
）

能
令
廻
k
、
馴
勝
幸
法
（
巻
第
八
）

詩
句
畢
上
へ
．
加
行
殺
害
（
巻
第
八
）

謂
欲
畢
軋
其

l
身
（
巻
第
八
）

謂
臥
」
一
種
意
楽
非
l
乳
か
故
（
巻
第
八
）

謂
甲
も
軒
戦
利
困
苦
束
若
流
樽
縁
若
．
流
樽
士
夫

（
巻
第
八
）

名
非
部
摩
L
願
愛
も
．
利
行
故
（
巻
第
八
）

能
甲
奴
「
創
世
聖
非
聖
財
（
巻
第
五
）

宰
凧
が
法
則
不
如
是
（
巻
第
五
）

又
三
洲
入
牢
丸
副
妾
施
設
嫁
要
（
巻
第
五
）

一
切
有
情
元
賭
r
気
が
妾
（
巻
第
五
）

問
何
故
至
当
一
種
欲
生
三
種
楽
生
耶
（
巻
第
五
）

要
へ
賢
彗
丁
生
計
」
甘
故
（
巻
第
五
）

一
髪
へ
、
馴
上
戒
二
受
学
増
上
心
（
巻
第
五
）

a
の
①
は
、
体
言
又
は
体
言
句
で
あ
り
、
a
の
②
は
、
形
状
言
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
b
は
、
用
言
で
あ
り
、
C
は
、
返
読
符
の
項
に
掲
げ
た
よ
う
に
、

熟
字
と
返
託
と
を
兼
用
し
た
符
号
で
あ
る
が
、
そ
の
熟
字
は
、
返
託
を
受
け
る



こ
と
か
ら
も
分
る
よ
う
に
、
用
言
で
あ
る
。
そ
の
合
符
の
位
置
は
、
b
の
用
言

と
同
じ
く
左
寄
り
（
聖
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
・
合
符
を
施
す
位
置
を
a
の
よ
う
に
、
中
央
に
す
る
か
、
b

と
C
の
よ
う
に
左
寄
り
に
す
る
か
は
、
意
図
的
に
区
別
し
た
と
見
ら
れ
る
。
例

外
は
、
a
①
の
△
印
の
一
例
で
あ
る
（
琶
さ
す
れ
ば
、
合
符
の
位
置
を
異
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
用
法
の
違
い
を
示
す
と
い
う
機
能
分
化
が
行
わ
れ
た
こ
と

（
翌
を
示
す
と
見
ら
れ
・
特
に
a
の
中
央
縦
線
は
、
体
言
（
①
）
と
形
状
言
（
②
）

を
表
し
、
b
と
C
と
の
左
寄
り
縦
線
は
、
用
言
を
表
し
た
こ
と
に
な
る
。
日

本
の
古
訓
点
で
も
、
中
央
縦
短
線
が
体
言
・
形
状
言
を
表
し
、
左
寄
り
縦
短
線

が
用
言
（
サ
変
動
詞
）
を
表
す
こ
と
は
、
十
世
紀
の
寛
平
法
皇
の
加
点
本
に
見

ら
れ
る
（
望
。

次
に
、
大
方
広
仏
華
厳
経
に
も
、
例
が
少
な
い
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
、
使

い
分
け
が
見
ら
れ
る
。

a
①
　
念
持
慧
7
行
　
（
⑳
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
三
十
四
）

a
②
　
解
ヰ
洋
故
　
（
同
巻
第
三
十
四
）

b
　
殊
勝
大
願
悉
戒
上
岡
故
（
⑳
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
五
十
七
）

◎
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
五
十
七
に
は
、
他
に
、
熟
字
の
右
傍
に
弧
を
施
し
た

次
の
例
が
、
少
な
い
な
が
ら
見
ら
れ
る
。

亦
無
際
如
劫
数
説
不
可
封
菩
薩
集
助
道

）

如

衆

生

語

書

法

無

量

菩

薩

集

助

道

）

諸
三
昧
亦
不
因
此
而
受
彼
生

不
由
呵
討
得
無
擬
群

「
助
道
」
の
よ
う
な
熟
字
に
も
、
「
彼
生
」
「
他
教
」
の
よ
う
な
別
語
の
熟
合
に

も
用
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
弧
を
熟
字
の
右
傍
に
角
筆
で
施
し
て
熟
合
を

示
す
こ
と
は
、
敦
煙
文
献
の
「
観
音
経
」
（
S
・
憲
①
）
の
「
天
龍
萄
ぎ
に
も
見

ら
れ
る
（
翌
。

Ⅱ
－
5
角
筆
の
声
調
符

角
筆
で
書
入
れ
た
圏
点
又
は
半
円
形
「
〇
」
　
の
点
が
、
次
の
文
献
か
ら
拾
わ

れ
た
。

◎
金
光
明
経
巻
第
三

（角）

（
ア
）
時
父
長
者
即
。
以
偶
頒

（角）

大
菩
薩
等
屯
悉
擁
護

（角）

（
イ
）
二
二
へ
好
時
神

（
ウ
）
黄
頭
○
（
角
）
大
神

三
月
是
○
（
角
）
春

圏
点
は
大
き
日
の
丸
で
あ
り
、
時
に
半
円
形
「
〇
」
と
も
書
か
れ
る
。
こ
れ
を

声
調
符
と
見
る
と
、
（
ア
）
は
入
声
、
（
イ
）
は
去
声
、
（
ウ
）
は
平
声
に
当
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
漢
字
音
に
合
う
。
こ
の
⑳
金
光
明
経
巻
第
三
に
は
、
後
述
の
よ
う
に

節
博
士
と
見
ら
れ
る
符
号
も
角
筆
で
施
さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
字
体
は
十
世
紀

の
写
経
体
に
通
ず
る
が
、
角
筆
の
加
点
時
期
は
特
定
し
得
な
い
。

⑫
善
見
毘
婆
沙
律
巻
第
九
　
初
離
高
麗
版
（
十
一
世
紀
）

不
如
倫
蘭
遮
園
0
（
角
）

圏
点
は
平
声
に
合
う
。

◎
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
五
十
七

（
ア
）
安
住
此
法
則
穐
（
角
）
如
来

修
行
無
も
（
角
）

一
切
衆
生
も
（
角
）
発
菩
提
心

（角）

（
イ
）
満
其
』
息
故

（
ウ
）
随
衆
生
欲
令
歓
つ
（
角
）
喜

五
九



仏
子
菩
3
（
角
）
薩
摩
詞
薩
有
十
種
坐

神
足
通
随
〇
（
角
）
所
応
化

（
エ
）
明
辞
意
客
塵
不
能
P
染
着
故

（角）

節
子
坐
能
説
法
仕
故

（角）

（
オ
）
不
壊
真
如
寮
際
C
（
角
）

（
ア
）
は
入
声
、
（
イ
）
は
去
声
、
（
ウ
）
は
平
声
、
（
エ
）
は
上
声
の
位
置
に
角
筆
の

符
号
が
差
さ
れ
て
い
て
、
声
調
符
と
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漠
字
音
に
合
う
。

但
し
（
オ
）
は
平
声
の
位
置
に
あ
る
が
漠
字
音
は
去
声
で
あ
る
。
符
号
の
形
は
、

半
円
形
で
大
き
日
の
「
〇
」
「
C
」
を
主
と
し
て
い
る
。
こ
の
⑳
大
方
広
仏
華
厳

経
巻
第
五
十
七
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
ヲ
コ
ト
点
も
加
点
さ
れ
て
い
る
。
角
筆

の
ヲ
コ
ト
点
は
細
小
で
浅
い
凹
み
で
あ
る
が
、
声
調
符
の
凹
み
は
太
め
で
あ
っ

て
、
別
筆
の
可
能
性
が
あ
る
。

声
点
に
半
円
形
の
　
「
〇
」
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
誠
庵
古
事
博
物
館
蔵
の
高

麗
時
代
版
「
金
剛
般
若
経
」
（
豆
本
）
に
、
「
以
三
十
二
村
見
如
来
毎
。
」
の
よ

う
に
附
刻
さ
れ
て
い
る
か
ら
（
竺
1
高
麗
時
代
で
も
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
る
。

こ
の
半
円
形
の
声
点
が
中
国
大
陸
で
使
わ
れ
た
符
号
で
あ
る
こ
と
は
、
采
版
法

蔵
和
尚
伝
（
高
山
寺
蔵
）
の
朱
書
の
声
点
に
見
ら
れ
、
南
采
の
「
嘉
禾
比
丘
行

忠
」
　
の
手
に
成
る
こ
と
に
基
づ
い
て
説
い
た
所
で
あ
る
（
3
7
）
。

角
筆
を
以
て
圏
点
を
施
す
こ
と
は
、
韓
国
の
十
六
世
紀
以
降
の
刊
本
の
中
に

も
見
ら
れ
る
が
、
採
取
例
が
少
な
い
た
め
に
、
声
点
と
し
て
の
検
討
が
出
来
て

い
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
角
筆
を
以
て
声
調
符
を
施
し
た
資
料
が
存
す
る
な
ら
ば
、

同
種
の
資
料
を
更
に
広
く
蒐
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ハ
ン
グ
ル
公
布
よ
り
前

の
高
麗
時
代
に
お
け
る
、
朝
鮮
漠
字
音
の
新
資
料
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で

六
〇

あ
ろ
う
。

Ⅱ
－
6
　
角
筆
の
節
博
士

角
筆
で
書
入
れ
た
節
博
士
は
、
先
ず
、
飼
天
方
広
仏
華
厳
経
に
、
次
の
諸
用

例
が
拾
わ
れ
る
。

ノ

（
ア
）
若
垢
若
浮
時
奥
非
時
方
便

菩

薩

器

私

〆

除

一

切

分

別

故

ノ

諸
仏
功
徳
　
勤
加
精
進
令
速
円
満

（
イ
）
謂
随
順
善
摺
是
出
生
仏

（ウ）

所

住

処

何

等

為

十

斤

不
虚
が
腹
無
険
訣
故

被
が
羅

蜜

甲

度

脱

一

切

諸

含

識

故

√

菩
薩
摩
詞
薩
有
十
／
種
大
丈
夫
名
号

一

向

正

念

無

異

動

縁

巧

知

三

昧

（
エ
）
得
如
来
一
切
智
無
上
善
巧
修

′
′

右
掲
の
（
ア
）
　
（
イ
）
（
ウ
）
　
（
エ
）
は
、
日
本
古
点
本
の
節
博
士
に
当
り
、
後
世

云
う
「
ソ
リ
反
」
　
「
ヲ
ル
下
」
「
ユ
リ
格
」
　
「
ス
グ
」
に
形
が
通
ず
る
。
（
ア
）
は

「
ソ
リ
反
」
に
通
じ
、
当
該
漢
字
の
右
肩
か
ら
起
筆
し
て
い
る
。
（
イ
）
は
「
ヲ

ル
下
」
に
通
じ
、
当
該
漢
字
の
左
肩
か
ら
起
筆
す
る
。
第
二
例
は
「
等
」
の
左

肩
か
ら
起
筆
し
た
線
の
他
に
、
左
傍
中
程
か
ら
起
筆
し
た
線
も
あ
る
。
（
ウ
）
は



「
ユ
リ
括
」
に
通
じ
、
当
該
漢
字
の
右
肩
か
ら
起
筆
す
る
も
の
の
他
、
右
傍
中

程
や
右
下
か
ら
起
筆
す
る
も
の
も
あ
る
。
（
エ
）
は
「
ス
グ
」
に
通
じ
、
当
該
漢

字
の
左
傍
に
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
と
同
じ
形
の
も
の
は
、
日
本
の
古
博
士
加
点
資
料
に
見
ら
れ
、
又
、
十

世
紀
書
写
の
敦
坦
文
献
「
観
音
経
」
　
（
S
．
∽
印
宗
）
　
の
角
筆
で
書
入
れ
た
節
博
士

に
も
見
ら
れ
る
（
翌
。

同
種
の
節
博
士
は
、
僚
巻
の
⑬
大
方
仏
華
厳
経
巻
第
六
に
も
見
ら
れ
る
。
又
、

初
離
高
麗
版
の
、
◎
善
見
毘
婆
沙
律
巻
第
九
、
⑳
阿
毘
曇
毘
婆
沙
論
巻
第
十
二
、

⑳
阿
毘
曇
毘
婆
沙
論
巻
第
十
五
、
⑳
舎
利
弗
阿
毘
曇
論
巻
第
一
、
及
び
⑳
大
股

君
波
羅
蜜
多
経
巻
第
三
百
五
十
五
、
⑳
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
第
三
百
に
も
見

ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
初
離
高
麗
版
に
角
筆
で
施
さ
れ
た
節
博
士
は
、
経
本
文
の
特
定
の

字
に
単
発
的
に
加
え
ら
れ
、
全
巻
を
通
し
て
も
散
在
す
る
程
度
で
あ
る
が
、
再

離
高
麗
版
に
な
る
と
、
一
行
中
の
各
字
に
そ
れ
ぞ
れ
節
博
士
を
加
え
た
も
の
が

見
ら
れ
る
。
由
天
般
握
架
経
巻
第
三
十
（
辛
丑
歳
二
二
四
一
刊
記
）
で
は
、

例
え
ば
、
「
所
謂
水
火
如
是
比
丘
則
能
荘
厳
」
　
（
三
十
八
丁
裏
6
行
）
　
の
「
水
」

か
ら
「
能
」
ま
で
の
各
字
の
右
傍
に
加
え
ら
れ
、
⑳
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
第〇

五
百
三
十
三
（
己
亥
歳
二
二
三
九
刊
記
）
で
は
、
例
え
ば
、
「
時
毘
沙
門
天
告

○

　

°

°

°

○

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

○

●

°

°

。

°

摩
尼
政
陀
大
将
而
作
／
是
言
如
来
今
欲
詣
彼
塚
間
郷
可
速
往
」
（
十
九
丁
裏
3
～

4
行
）
　
の
「
O
」
印
の
字
の
そ
れ
ぞ
れ
左
傍
に
加
え
ら
れ
て
い
る
（
翌
。

次
に
、
十
八
世
紀
の
順
読
口
訣
の
刊
本
に
も
、
次
の
よ
う
に
、
角
筆
で
節
博

士
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

⑥
地
蔵
菩
薩
本
願
経
（
宛
正
八
年
・
一
七
三
〇
刊
）

ノ

（
ア
）
利
益
衆
生
　
（
上
、
二
十
二
丁
表
3
行
）

惟
頗
世
轟
㌢
未
来
世
末
法
衆
生
餉

ノ

（
中
、
四
丁
表
8
行
）

及
大
誓
勘
が
（
中
、
十
一
丁
裏
4
行
）

無
相
如
来
缶
計
名
安
楽
午
（
中
、
二
十
二
丁
表
5
行
）

ノ

欲
修
無
上
菩
薩
者
　
（
下
、
十
二
丁
表
6
行
）

喜
観
地
蔵
〆
神
力
掴
（
下
、
十
四
丁
裏
9
行
）

人
乙
不
問
勘
が
（
中
、
二
十
一
丁
裏
4
行
）

／若
非
如
来
大
慈
力
故
面
　
（
上
、
十
六
丁
裏
8
行
）

破
釘
悩
賊
（
上
、
二
十
四
丁
裏
9
行
）

（
イ
）
所
有
功
徳
果
及
不
。
ル
凛
肌
神
之
力
乙

（
下
、
八
丁
裏
5
行
）

若
未
来
烏
有
善
／
男
子
善
女
人
伊

（
下
、
十
二
丁
表
4
行
）

於
仏
法
浩
一
斥
恭
敬
錮
（
下
、
十
八
丁
裏
〝
行
）

在
閤
浮
農
（
中
、
二
十
丁
表
1
行
）

又
閻
浮
提
臨
j
終
（
中
、
二
十
一
丁
裏
。
行
）

惑
毒
曳
茄
（
上
二
十
三
丁
裏
2
行
〉

六
一



（
ウ
）
惟
頗
豊
影
未
来
世
末
法
衆
生
餉

／

（
中
、
四
丁
表
8
行
）

命
訂
人
伊
在
世
圧
未
曾
有
少
善
根
銅

（
中
、
十
三
丁
裏
7
行
）

材
業
摘
自
受
悪
趣
（
中
、
十
三
丁
裏
8
行
）

利
㌣
天
無
量
事
来
〒
、
十
五
↑
表
1
行
）

欲
入
山
林
掴
及
渡
が
如
㌍
〒
十
六
丁
表
7
行
）

在
閻
浮
提
摘
或
利
が
人
憲
損
害
人
摘

（
中
、
二
十
丁
表
1
行
）

（
エ
）
　
競
一
切
智
成
就
如
来
　
（
上
、
十
七
丁
裏
7
行
）

′
．
．

略
説
地
蔵
　
（
中
、
五
丁
表
3
行
）

′
■

六
二

こ
の
よ
う
な
節
博
士
は
、
⑪
因
明
論
（
康
照
五
十
二
年
・
一
七
一
三
刊
）
　
に

も
見
ら
れ
る
、
又
、
刊
年
未
詳
で
あ
る
が
、
十
七
世
紀
刊
と
見
ら
れ
る
、
⑮
法

華
経
巻
第
七
　
（
「
松
康
寺
」
寄
贈
本
）
、
⑱
禅
門
括
頒
集
巻
之
九
に
も
節
博
士
が

角
筆
で
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
⑰
法
華
経
巻
第
二
「
安
彿
寺
」
寄
贈
本
）
で
は
、

角
筆
の
節
博
士
が
変
形
し
て
、
次
例
の
よ
う
に
長
く
な
り
複
雑
に
な
っ
て
い
る
。

須
亮
等

今
昔
之
腐

（
三
十
一
丁
表
3
行
）

ノ
宛
然

訂
′
／
則
将
　
（
三
十
一
丁
表
9
行
）

減

等

者

意

在

冥

′

′

　

　

／

ノ

／

叙
冤
～
妄
漂
（
三
十
一
丁
裏
2
行
）

唯
牒
相
伝
　
（
中
、
五
丁
表
5
行
）

（
オ
）
軒
下
長
釘
…
抜
舌
癖
翠
棉

（
上
、
十
五
丁
表
9
行
）

即
解
髄
菩
薩
伊
是
五
光
目
者（

上
、
二
十
一
丁
表
4
行
）

し復
銅
爪
伊
抽
虜
到
斬
摘
　
（
上
、
十
五
丁
表
5
行
）

右
掲
の
（
ア
）
は
、
「
ソ
リ
反
」
、
（
イ
）
は
「
ヲ
ル
下
」
、
（
ウ
）
は
「
ユ
リ
括
」
、

（
エ
）
は
「
ス
グ
」
の
形
に
そ
れ
ぞ
れ
通
ず
る
。
但
し
、
（
オ
）
の
符
号
に
つ
い

て
は
未
詳
で
あ
る
。

時
代
に
よ
る
符
号
の
変
化
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

右
に
掲
げ
た
節
博
士
は
、
経
本
文
の
行
間
を
使
っ
て
、
当
該
字
の
右
傍
又
は

左
傍
に
、
所
定
の
諸
符
号
を
書
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
経
本

文
の
幾
つ
か
の
行
に
わ
た
っ
て
、
当
該
字
の
四
隅
の
い
ず
れ
か
か
ら
起
筆
し
て
、

右
方
向
に
横
長
の
波
線
を
書
入
れ
た
も
の
が
あ
る
。
初
離
高
麗
版
よ
り
前
の
刊

の
、
⑳
妙
法
蓮
華
経
巻
第
一
、
由
妙
法
蓮
華
経
巻
第
八
（
◎
と
僚
巻
）
、
◎
金

光
明
経
巻
第
三
に
は
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
見
ら
れ
る
。

誠
庵
古
書
博
物
館
の
超
柄
舜
館
長
か
ら
、
妙
法
蓮
華
経
巻
第
一
◎
）
に
横

長
の
波
線
の
あ
る
こ
と
の
連
絡
を
受
け
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
と
続
い
て
カ
ラ
1
写
真

で
送
付
さ
れ
た
資
料
を
見
た
時
は
、
紙
の
姑
か
と
疑
っ
た
が
、
第
二
回
目
の
調

査
で
、
原
本
に
当
っ
て
観
た
所
で
は
、
角
筆
に
よ
る
意
図
的
な
書
入
れ
の
よ
う

に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
波
線
の
起
筆
位
置
が
、
い
ず
れ
も
当
該
漢
字
の
四
隅

又
は
字
画
周
辺
の
い
ず
れ
か
に
あ
る
こ
と
と
、
仔
細
に
見
る
と
、
波
線
の
波
は



微
妙
な
起
伏
を
持
ち
且
つ
所
々
で
切
れ
続
き
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
に
よ
っ
て

い
る
。
韓
国
の
声
明
研
究
家
で
且
つ
実
演
者
の
、
法
顕
教
授
（
東
国
大
学
校
）

は
、
こ
れ
を
節
博
士
と
認
定
さ
れ
、
原
本
に
角
筆
で
施
さ
れ
た
こ
の
横
長
の
波

線
に
沿
っ
て
、
当
時
の
声
明
音
の
復
元
を
試
み
ら
れ
た
。

⑲
妙
法
蓮
華
経
巻
第
一
の
角
筆
に
よ
る
横
長
の
波
線
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

に
角
筆
に
よ
る
波
線
が
施
さ
れ
て
い
る
。

呼
泉
蜜
有
放
確
廟
せ
尊
教
頭
嘗
鷺
荷

軋
姐
劾
琳
歎
首
洋
徽
妙
殊

碑
と
濱
載
匂
ヰ
弟
を

嵐
仲
堀
．
貰
乳
ケ
者

登
生
九
泉
市
乳
埠

切
遷
し

軋
景

ヰ
叔
す
受

せ
尊
句

橡
甘
え
を
尊
大
乃
鑑
真

豊
哀
チ
菰
普
盆
嵐
孝

攻
盲
人
敢

僚
巻
の
⑳
妙
法
蓮
華
経
巻
第
八
は
、
首
欠
で
「
陀
羅
尼
晶
第
二
十
六
」
以
降
を

存
す
る
が
、
現
存
の
全
巻
に
わ
た
っ
て
巻
第
一
と
同
様
な
横
長
の
波
線
が
施
さ

れ
て
い
る
。
起
伏
を
持
つ
波
線
は
、
長
い
も
の
が
一
二
二
二
糎
で
五
行
に
わ
た

っ
て
い
る
。

曾
光
明
経
巻
第
三
も
、
巻
首
を
欠
き
「
三
十
三
天
各
以
巳
得
」
以
下
巻
末

ま
で
を
存
し
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
妙
法
蓮
華
経
巻
第
二
⑳
）
・
巻
第
八
（
⑳
）

と
同
様
な
横
長
の
波
線
が
施
さ
れ
て
い
る
。
波
線
の
長
さ
は
、
九
・
〇
糎
、
一

四
・
三
糎
等
様
々
で
、
長
い
線
は
一
七
・
〇
糎
で
八
行
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ

の
金
光
明
経
巻
第
三
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
角
筆
の
声
点
も
施
さ
れ
て
い
る
。

角
筆
の
横
長
の
波
線
は
こ
の
声
点
と
同
筆
と
見
ら
れ
る
凹
み
を
示
し
て
い
る
か

ら
、
声
明
辞
と
共
に
声
点
も
書
入
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

十
五
世
紀
後
半
に
刊
行
さ
れ
た
、
命
妙
法
蓮
華
経
巻
第
一
に
も
、
次
の
よ
う

方
便
晶
第
二
の
一
部
に
施
さ
れ
た
も
の
で
、
経
本
文
の
当
該
字
か
ら
起
筆
し
て

い
る
。
「
自
」
「
不
」
は
右
肩
か
ら
起
筆
し
、
「
法
」
は
下
中
か
ら
起
筆
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
波
線
は
三
行
又
は
四
行
に
わ
た
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
前
掲
の
◎
妙
法
蓮
華
経
巻
第
一
（
初
離
高
麗
版
以
前
刊
）
に
施
さ
れ

た
声
明
譜
と
比
べ
る
と
、
方
便
晶
第
二
の
同
じ
「
自
」
「
不
」
「
法
」
に
加
え
ら

れ
て
い
て
、
し
か
も
起
筆
位
置
も
「
自
」
「
不
」
は
右
肩
、
「
法
」
は
下
中
で
あ

っ
て
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
・
波
線
の
形
が
異
な
っ
て
い
る
。
命
妙
法
露
草
経

巻
第
一
に
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
「
孝
寧
大
君
補
」
以
下
の
刊
記
が
あ
り
、
角
筆

に
よ
る
ハ
ン
グ
ル
の
書
入
れ
も
あ
る
か
ら
、
声
明
辞
の
書
入
れ
も
十
五
世
紀
後

半
以
降
で
あ
る
。
初
離
高
麗
版
以
前
刊
の
向
妙
法
蓮
華
経
巻
第
一
に
施
さ
れ
た

声
明
譜
と
の
、
波
線
の
形
の
違
い
は
、
時
代
差
に
よ
る
変
化
を
示
す
の
か
、
宗

派
に
よ
る
系
統
差
を
示
す
の
か
、
或
い
は
他
の
理
由
に
よ
る
の
か
、
今
後
の
検

討
課
題
で
あ
る
。

右
掲
の
よ
う
に
、
行
を
越
え
た
横
長
の
波
線
が
経
本
文
に
直
接
に
書
入
れ
ら

れ
た
の
は
、
角
筆
の
凹
み
に
よ
っ
て
施
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
毛
筆
に
よ
る

墨
色
（
空
の
声
明
譜
で
は
経
本
文
の
字
句
を
汚
損
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
書

六
三



入
れ
は
行
間
に
止
ま
る
こ
と
に
な
る
が
、
色
の
着
か
な
い
角
筆
で
は
そ
れ
が
可

能
と
な
る
。

Ⅱ
－
7
　
角
筆
の
注
示
符

本
文
中
の
注
意
す
べ
き
語
句
の
右
傍
又
は
左
傍
に
、
角
筆
を
以
て
縦
長
線
を

施
し
た
も
の
が
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
（
縦
長
線
が
角
筆
）

（
響
抑
勘
菩
薩
所
問
経
巻
第
二
　
（
初
離
高
麗
版
）

以
／
是
義
故
大
海
慧
菩
薩
経
中
説
菩
薩

の
近
思
録
　
（
正
統
元
年
二
四
三
六
刊
）

以
為
未
足
於
是
又
訪
諸
釈
老
之
書
　
（
巻
第
十
四
、
十
二
丁
表
6
行
）

⑳
論
語
集
註
大
全
巻
之
九
　
（
十
五
世
紀
前
半
刊
）

子
日
後
世
可
畏
焉
（
二
十
一
丁
裏
1
0
行
）

⑳
誠
初
心
学
人
文
　
（
隆
慶
四
年
二
五
七
〇
刊
）

蛸
入
猟
官
錐
有
才
智
居
邑
家
者
（
六
丁
表
2
行
）

⑭
法
華
経
巻
第
二
～
巻
第
七
　
（
十
七
世
紀
刊
）

六
四

の
角
筆
に
よ
る
書
入
れ
の
内
容
を
整
理
し
て
、
文
字
と
符
号
に
わ
た
っ
て
報
告

し
た
。
そ
の
加
点
の
仕
方
に
は
、
漢
字
や
口
訣
（
仮
名
）
を
始
め
、
ヲ
コ
ト
点

以
下
、
節
博
士
に
至
る
ま
で
、
日
本
の
古
訓
点
と
基
本
的
に
共
通
す
る
も
の
が

あ
る
。
無
論
、
少
異
も
あ
る
が
、
加
点
法
に
つ
い
て
韓
国
と
日
本
と
の
関
係
を

考
え
る
の
が
、
今
後
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
何
よ
り
も
、
韓
国
の

諸
所
に
遺
存
す
る
古
文
献
の
中
か
ら
、
更
に
多
く
の
角
筆
文
献
を
発
掘
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
こ
の
項
、
小
林
）

過
是
数
巳
有
世
界
名
将
光
荘
厳
其
国
有
仏
（
巻
之
七
、
二
丁
表
4
行
）

⑲
斎
仏
願
文
、
至
心
俄
悔
、
至
心
発
願
　
（
十
九
世
紀
写
）

－
｛
釈
山
r

浄
土
現
前
伎
仏
威
光
、
経
登
上
品
伏
願
（
二
丁
表
1
0
行
）

十
一
世
紀
刊
本
か
ら
十
九
世
紀
写
本
ま
で
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
注
示
符
は
、
中
国
大
陸
の
文
献
に
用
い
ら
れ
て
い
て
、
敦
煙
文

献
に
も
角
筆
で
書
入
れ
た
も
の
が
種
々
あ
る
（
聖
。

以
上
、
こ
の
項
は
韓
国
で
見
出
さ
れ
た
五
十
点
種
の
角
筆
文
献
に
つ
い
て
、
そ

注
（
l
）
小
林
芳
規
「
敦
焙
の
角
筆
文
献
－
大
英
図
書
館
蔵
「
観
音
経
（
S
．
∽
試
巴
の
加
点

－
」
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
九
十
六
韓
、
平
成
七
年
九
月
）
。
同
「
敦
燵
文

献
に
加
点
さ
れ
た
角
筆
の
符
号
と
注
記
及
び
本
邦
の
古
訓
点
と
の
関
係
」

（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
一
〇
〇
韓
、
平
成
九
年
九
月
）
。

（
2
）
小
林
芳
規
『
角
筆
文
献
目
録
（
一
九
九
一
年
版
）
』
～
『
角
筆
文
献
目
録
二

九
九
九
年
版
）
』
（
私
家
版
九
冊
、
平
成
四
年
五
月
～
平
成
十
二
年
三
月
）
。

（
3
）
二
〇
〇
〇
年
二
月
に
お
け
る
西
村
の
調
査
の
実
情
に
つ
い
て
は
、
西
村
浩
子

「
大
韓
民
国
に
お
け
る
角
筆
文
献
発
掘
調
査
報
告
」
（
「
松
山
東
雲
女
子
大
学

人
文
学
部
紀
要
」
第
九
巻
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）
に
具
体
的
に
述
べ
て
あ
る
。

（
4
）
小
林
芳
規
「
日
本
側
裏
可
べ
角
筆
文
献
望
千
句
現
状
斗
展
望
」
　
（
「
口
訣
研

究
」
第
六
栂
、
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
）
　
（
韓
国
語
訳
は
芦
幸
舜
助
教
授
に
よ

る
）
　
に
講
演
内
容
が
載
っ
て
い
る
。

（
5
）
李
丞
宰
「
瑚
三
号
召
電
オ
望
（
角
筆
）
早
童
子
召
斗
ユ
斗
雪
」
　
（
「
新
国

語
生
活
」
）
国
立
園
語
研
究
院
、
二
〇
〇
〇
年
　
第
十
巻
第
三
号
、
秋
）

南
登
録
「
高
麗
時
代
司
恕
吐
口
訣
倒
瑚
斗
司
」
　
（
「
書
誌
畢
報
」
第
二
十
四



集
、
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
。
二
〇
〇
一
年
五
月
刊
）

（
6
）
　
「
複
星
点
」
　
の
名
称
は
、
築
島
裕
「
天
台
宗
の
ヲ
コ
ト
点
に
つ
い
て
」
　
（
「
訓

点
語
と
訓
点
資
料
」
第
三
十
二
韓
、
昭
和
四
十
一
年
二
月
）
　
に
よ
る
。
「
・

を
二
つ
重
ね
た
ヲ
コ
ト
点
、
こ
れ
を
「
複
星
点
」
と
仮
称
す
る
」
と
さ
れ
、

「
こ
の
複
星
点
は
、
天
台
宗
所
用
ヲ
コ
ト
点
の
特
徴
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る

こ
と
が
出
来
る
」
　
と
説
か
れ
た
。

（
7
）
　
注
　
（
5
）
　
文
献
の
南
教
授
論
文
。

（
8
）
注
（
5
）
文
献
の
南
教
授
論
文
に
「
類
音
字
に
表
記
し
た
例
」
（
日
本
語
訳
）

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
9
）
注
（
5
）
文
献
の
南
教
授
論
文
。
「
伯
」
　
に
は
注
音
字
「
朴
」
を
施
す
の
に

対
し
て
上
字
「
憺
」
　
に
は
声
調
を
注
記
す
る
類
例
を
得
た
い
。

（
1
0
）
注
（
5
）
文
献
の
南
教
授
論
文
。
十
八
字
の
口
訣
字
の
う
ち
、
「
三
」
　
（
原

漢
字
も
「
三
」
）
が
、
墨
書
口
訣
資
料
の
、
十
二
世
紀
初
の
華
厳
経
琉
（
表

で
は
十
一
世
紀
末
乃
至
十
二
世
紀
初
と
さ
れ
る
）
に
だ
け
現
れ
て
、
そ
れ
以

後
の
訓
読
口
訣
資
料
に
見
出
さ
れ
な
い
故
に
、
瑜
伽
師
地
論
の
角
筆
の
ロ
訣

が
十
一
世
紀
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
裏
付
け
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

（
1
1
）
注
（
1
0
）
文
献
参
照
。
又
、
こ
の
瑜
伽
師
地
論
に
施
さ
れ
た
角
筆
の
ヲ
コ

ト
点
の
中
に
、
「
略
」
に
ぢ
／
可
／
m
y
が
／
－
テ
」
と
い
う
副
詞
派
生
接
尾

辞
が
付
い
て
、
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
用
法
が
あ
り
、
十
二
世
紀
以
後
の

墨
書
訓
読
口
訣
に
現
れ
な
い
古
形
で
あ
る
こ
と
を
、
南
教
授
が
同
論
文
で
指

摘
し
て
い
る
。

（
1
2
）
前
掲
の
よ
う
に
、
南
教
授
の
教
示
に
よ
る
。

（
1
3
）
　
「
孝
寧
大
君
補
／
臨
液
大
君
瑠
」
に
始
ま
る
刊
記
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

（
1
4
）
小
林
芳
規
『
角
筆
文
献
の
国
語
学
的
研
究
研
究
謹
（
汲
古
書
院
、
昭
和
六
十

二
年
七
月
）
　
の
第
四
章
「
角
筆
文
献
の
言
語
の
性
格
」
に
お
い
て
、
「
言
語

の
歴
史
的
な
変
化
の
結
果
が
、
毛
筆
文
献
に
比
べ
て
、
角
筆
の
方
に
い
ち
早

く
現
れ
る
」
　
（
六
六
六
貢
）
　
と
説
い
て
い
る
。

（
1
5
）
　
小
林
の
摘
記
し
た
移
点
資
料
、
並
び
に
、
瑜
伽
師
地
論
巻
第
八
は
芦
助
教

授
を
通
し
て
八
月
に
、
瑜
伽
師
地
論
巻
第
五
は
南
教
授
か
ら
十
一
月
に
、
全

巻
移
点
資
料
の
複
写
を
恵
与
さ
れ
た
も
の
、
又
、
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
五

十
七
と
同
巻
第
二
十
二
の
全
巻
移
点
資
料
の
複
写
を
甫
教
授
か
ら
十
一
月

に
恵
与
さ
れ
た
も
の
に
よ
る
。
尚
、
瑜
伽
師
地
論
巻
第
五
・
巻
第
八
の
全
巻

移
点
資
科
は
「
角
筆
口
訣
資
料
」
の
冊
子
に
整
え
ら
れ
、
二
〇
〇
一
年
四
月

の
訪
韓
調
査
の
折
に
、
李
丞
宰
教
授
よ
り
恵
与
さ
れ
た
。
南
教
授
・
李
教
授

は
じ
め
関
係
各
位
の
御
厚
情
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
。

（
1
6
）
　
注
（
5
）
　
文
献
の
う
ち
、
南
教
授
論
文
。

（
1
7
）
　
現
代
日
本
語
の
「
ガ
」
と
古
典
語
の
「
イ
」
と
で
は
、
用
法
に
差
異
が
あ
る
の

で
、
平
安
初
期
訓
読
に
用
い
ら
れ
た
「
イ
」
を
当
て
た
。
「
デ
ア
ル
」
と
「
ナ
リ
」

の
扱
い
も
同
種
。

（
1
8
）
南
教
授
の
ヲ
コ
ト
点
解
読
に
基
づ
い
て
、
全
巻
を
読
解
し
て
得
た
所
を
日

本
語
で
示
し
た
。
こ
れ
に
は
、
今
後
の
補
訂
が
必
要
と
な
ろ
う
。

（
1
9
）
複
星
点
を
短
線
よ
り
先
に
配
し
た
の
は
、
瑜
伽
師
地
論
（
A
種
）
　
に
よ
る

と
、
複
星
点
を
繋
い
で
「
ご
「
1
」
「
＼
」
「
／
」
の
よ
う
に
し
て
、
短
線
に
し
た

形
が
見
ら
れ
て
、
ヲ
コ
ト
点
の
符
号
を
作
る
順
序
と
し
て
は
複
基
点
が
先
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
。
又
、
日
本
の
天
台
宗
系
統
の
ヲ
コ
ト

点
が
複
星
点
を
使
っ
て
い
て
、
点
図
集
に
よ
る
と
、
星
点
の
次
に
は
複
星
点

を
置
き
、
短
線
は
そ
の
後
に
配
し
て
い
る
こ
と
も
参
照
し
た
。

（
銅
）
誠
庵
古
書
博
物
館
蔵
の
㊨
六
十
巻
本
大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
二
十
（
十
世

紀
刊
）
一
巻
に
施
さ
れ
た
ヲ
コ
ト
点
は
、
B
種
の
大
方
広
仏
華
厳
経
（
新
訳
）

の
ヲ
コ
ト
点
と
比
べ
る
に
、
星
点
図
の
「
し
（
ヲ
）
」
「
下
（
尊
稀
呼
格
）
」

六
五



r
七
（
ノ
）
」
「
叫
；
ヱ
）
」
「
タ
（
テ
）
」
「
1
（
ハ
）
」
が
一
致
し
て
い
る
。

し
か
し
他
の
星
点
や
複
星
点
以
下
は
一
致
し
な
い
。

（
2
1
）
例
え
ば
、
瑜
伽
師
地
論
巻
第
八
の
、

a
　
又
顧
非
撥
流
樽
士
夫
故
（
第
十
七
張
）

六
六

（
2
7
）
注
（
5
）
文
献
の
南
教
授
論
文
に
ヲ
コ
ト
点
図
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

星
点
図
を
示
す
。
音
注
（
ロ
ー
マ
字
）
と
日
本
語
訳
（
片
仮
名
と
文
法
機
能

表
示
）
　
は
芦
助
教
授
の
教
示
に
よ
る
。

b
　
表
書
行
故
。
久
遠
行
故
者
（
第
十
八
張
）

a
の
「
士
夫
」
の
「
夫
」
の
下
辺
中
に
「
・
・
」
が
施
さ
れ
、
b
の
「
恵
存
行
」
と

「
久
遠
行
」
の
「
行
」
に
は
、
下
辺
中
に
「
I
」
が
施
さ
れ
て
い
る
。
a
も
b
も
、

「
故
」
に
上
接
し
て
い
て
、
用
言
の
連
体
形
（
a
で
は
「
顧
」
、
b
で
は
「
行
」
）

を
受
け
て
、
「
故
」
に
続
け
る
働
き
を
し
て
い
る
。
日
本
語
の
訓
読
で
は
、
連

体
形
を
受
け
る
「
が
」
の
働
き
に
通
ず
る
。

（
2
2
）
韓
国
で
も
、
十
四
世
紀
に
墨
書
で
加
点
し
た
「
法
華
経
巻
第
七
」
に
な
る
と
、

基
点
と
複
星
点
と
短
線
の
他
に
、
鈎
「
「
」
「
「
」
や
「
ノ
」
「
」
」
等
の

符
号
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
南
教
授
の
注
（
5
）
文
献
）
。

（
讐
李
教
授
の
教
示
に
よ
る
。
輩
者
は
星
点
図
に
つ
い
て
こ
の
事
を
指
摘
し
七

が
、
星
点
だ
け
で
な
く
複
星
点
や
短
線
等
も
同
様
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

二
〇
〇
一
年
四
月
の
訪
韓
調
査
に
よ
る
。

（
2
4
）
別
に
考
察
す
る
予
定
で
あ
る
。
四
隅
・
四
辺
の
外
側
に
星
点
を
施
し
た
日

本
の
古
点
本
と
し
て
は
、
平
安
初
期
に
例
え
ば
知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵
玄
無
法

師
表
啓
平
安
初
期
点
　
（
第
三
群
点
）
等
が
あ
る
。

（
2
5
）
注
（
5
）
文
献
の
南
教
授
論
文
。
内
側
を
用
い
な
い
の
は
、
韓
国
の
加
点

の
材
料
が
墨
点
で
あ
っ
て
、
自
点
・
朱
点
で
な
い
こ
と
と
も
係
っ
て
い
る
。

（
2
6
）
　
こ
の
異
な
る
釈
託
と
異
な
る
ヲ
コ
ト
点
法
が
、
加
点
者
の
単
な
る
別
案
を

示
し
た
も
の
か
、
或
い
は
別
系
統
の
移
点
本
が
あ
っ
て
そ
の
反
映
で
あ
る
の

か
、
又
は
他
の
意
味
が
あ
る
の
か
、
多
く
の
類
例
を
得
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

守
秘
の
・
豊
・

K
Al
短
鉱
鏡
の

．
．
1
L
r
L

軌

，品如

．
「
可
ハ

′
．
L）

レ
リ

．
1
困
押
け

（
2
8
）
善
見
毘
婆
沙
律
巻
第
九
の
角
筆
の
ヲ
コ
ト
点
図
を
示
す
。

口□

□
□
□

□
□
□

（
2
9
）
注
（
5
）
文
献
の
南
教
授
論
文
に
よ
る
と
、
「
㌣
／
q
／
ロ
y
事
／
－
テ
」
は

高
麗
時
代
の
釈
読
口
訣
で
は
「
善
タ
」
（
旧
仁
ご
貿
「
能
∫
（
金
光
明

N
．
〓
〉
の
よ
う
に
副
詞
派
生
接
尾
辞
と
し
て
使
わ
れ
た
」
と
説
か
れ
る
。
句

点
と
「
タ
」
点
と
は
ヲ
コ
ト
点
図
第
一
回
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
位
置
が
接
近



し
て
い
る
。
瑜
伽
師
地
論
の
ヲ
コ
ト
点
で
は
、
施
す
位
置
に
屡
々
ず
れ
が
あ

る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

（
3
0
）
　
句
点
と
　
「
少
テ
」
点
と
は
接
近
し
て
い
て
紛
ら
わ
し
い
が
、
仔
細
に
見
る

と
、
句
点
は
漢
字
の
左
下
隅
の
輩
画
に
殆
ど
接
す
る
よ
う
に
施
さ
れ
る
の
に

対
し
て
「
ダ
テ
」
　
の
ヲ
コ
ト
点
は
、
漢
字
の
左
下
で
や
や
内
寄
り
に
あ
り
、

句
点
に
比
べ
て
筆
画
よ
り
離
れ
て
施
さ
れ
て
い
る
。
瑜
伽
師
地
論
の
ヲ
コ
ト

点
図
に
お
い
て
、
漢
字
の
右
下
隅
の
筆
画
に
殆
ど
接
し
て
句
点
が
施
さ
れ
、

「
タ
テ
」
の
ヲ
コ
ト
点
は
漢
字
の
右
下
で
や
や
内
寄
り
に
あ
り
句
点
に
比
べ

て
筆
画
よ
り
離
れ
て
、
「
名
為
～
」
　
の
よ
う
に
施
さ
れ
て
い
る
の
が
、
参
考

に
な
る
。

（
3
1
）
　
返
講
と
兼
用
し
た
熟
字
の
合
符
が
、
左
寄
り
に
施
さ
れ
た
の
は
、
返
託
と

兼
用
し
て
左
寄
り
か
ら
起
筆
し
た
方
が
書
き
易
い
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
中
央
か
ら
起
筆
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
所
を
、
総

て
左
寄
り
に
起
筆
し
て
い
る
の
は
、
a
の
体
言
の
場
合
と
区
別
し
て
位
置

を
異
に
し
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
2
）
「
三
種
楽
」
に
つ
い
て
の
認
定
の
問
題
か
、
或
い
は
先
行
加
点
本
を
移
点
す

る
場
合
の
誤
点
の
可
能
性
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
起
筆
位
置
に
や
や
曖
昧
な

例
が
見
ら
れ
る
の
も
こ
れ
に
係
る
か
。

（
3
3
）
敦
焙
文
献
の
観
音
経
（
S
．
試
宗
）
　
（
戊
申
年
八
九
四
八
）
幸
深
書
写
読
涌
）

に
、
角
筆
で
書
入
れ
た
合
符
が
、
位
置
（
中
央
か
左
寄
り
か
）
に
よ
っ
て
用

法
を
異
に
し
て
い
る
（
注
（
1
）
の
小
林
芳
規
「
敦
燈
の
角
筆
文
献
・
1
・
大
英

図
書
館
蔵
「
観
音
経
」
　
（
S
．
㌶
∽
巴
　
の
加
点
－
」
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
九

十
六
輯
）
。
又
、
日
本
の
十
世
紀
加
点
本
の
乙
点
図
（
慈
覚
大
師
点
）
や
漢

籍
点
本
で
も
、
位
置
（
中
央
か
左
寄
り
か
）
に
よ
っ
て
、
昔
合
と
訓
合
と
を

区
別
し
て
い
る
。

（
讐
小
林
芳
規
「
無
畏
三
蔵
禅
要
の
角
筆
点
」
（
『
仁
海
僧
正
九
百
五
十
年
御
遠

忌
記
念
　
隠
心
院
聖
教
類
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
平
成
七
年
五
月
）
。

（
3
5
）
注
　
（
3
3
）
　
論
文
。

（
3
6
）
趨
柄
舜
館
長
よ
り
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
付
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
。
第
二
回
目

調
査
か
ら
帰
国
後
の
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
二
十
日
に
受
信
し
た
四
枚
に
よ

る
。

（
3
7
）
注
（
1
4
）
文
献
九
九
九
貢
。

（
3
8
）
　
注
　
（
1
）
文
献
。

（
3
9
）
再
離
高
麗
版
の
こ
の
二
文
献
の
節
博
士
は
、
形
が
異
な
り
横
線
の
起
伏
の

変
化
で
表
し
て
い
る
ら
し
い
が
、
正
確
な
採
取
が
出
来
て
い
な
い
。
再
調
査

が
望
ま
れ
る
。

（
4
0
）
こ
れ
ま
で
に
調
べ
た
限
り
で
は
、
韓
国
に
お
い
て
は
十
一
世
紀
以
前
に
は
、

経
本
文
の
加
点
に
は
朱
書
・
白
書
は
見
ら
れ
ず
、
角
筆
の
書
入
れ
が
主
と
な

っ
て
い
る
。

（
4
1
）
　
注
　
（
1
）
文
献
。

［
謝
辞
］

韓
国
に
お
け
る
角
筆
文
献
の
調
査
と
そ
の
成
果
は
、
南
豊
鍍
教
授
を
始
め
李
丞
宰

教
授
、
康
仁
善
副
教
授
、
芦
幸
舜
助
教
授
の
御
世
話
と
御
協
力
の
賜
物
で
あ
る
。

貴
重
文
献
の
閲
覧
調
査
に
当
っ
て
は
、
誠
庵
古
書
博
物
館
の
絵
柄
舜
館
長
の
格

別
の
御
厚
情
と
御
世
話
を
賜
り
、
高
麗
大
学
校
の
鄭
光
教
授
、
延
世
大
学
校
の

林
龍
基
教
授
、
並
び
に
檀
国
大
学
校
東
洋
学
研
究
院
資
科
室
、
東
国
大
学
校
中

央
図
書
館
、
高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
、
延
世
大
学
校
中
央
図
書
館
の
関
係
各

位
、
又
、
湖
林
博
物
館
の
李
喜
寛
学
峯
研
究
室
長
と
関
係
各
位
の
御
高
配
と
御

世
話
を
恭
う
し
た
。

六
七
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